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劇団ｅｎ塾、来月は日本公演　
大震災、避難なお５万2000人
景気、後退局面の可能性　
比嘉真美子が開幕戦制す　
デストロイヤーさん死去　
みなみ十字　　
じゃらんじゃらん　
バリの村上尚至さんが死去
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10日、西ジャワ州ボ
ゴール市行きの首都
圏専用電車がチルブ
ット駅とボゴール駅
間で脱線した。19人
が負傷した＝アンタ
ラ通信

「日本人会だより」
はスマランから。ス
マラン空港の新ター
ミナルがすごい。そ
して30分で行ける秘
境、カリムンジャワ
を紹介する

為　替（10日）

日本銀行（17時現在）

１万円＝128万5000ルピア
１ドル＝1万4260ルピア

１万円＝123万5000ルピア
（８日終値）

両替商調べ

◇ 円・ルピア・ドル

◇ 円・ドル

世界の株価（10日）

21,025.56
-430.45 

日経平均（８日）
6,383.07

-74.89

インドネシア（８日）
25,450.24

-22.99 

NYダウ（８日）

-2.01% -1.16% 0.09%
※前日比は取引日ベース

１ドル＝1万3900ルピア
（同）

１ドル＝110.98～99円
（同）

３月11日
2019年（平成31年）
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三菱UFJ銀T.T.B

ラディン・インテン２世空港

バンダル
ランプン市

ラ
ン
プ
ン
州

バカウヘニ

トゥルバンギ・ブサール

高
速
道
開
通
、空
港
拡
張

イ
ン
フ
ラ
整
備
急
ピ
ッ
チ

　野
党
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
陣
営
の
ジ

ョ
コ
・
サ
ン
ト
ソ
選
対
本
部
長

Ｆ
Ｐ
Ｉ
代
表
と
面
会

野
党
選
対
本
部
長

Ｌ
Ｐ
Ｇ
輸
入
削
減
に
寄
与

ガ
ス
ラ
イ
ン
敷
設
事
業

　石
油
・
ガ
ス
下
流
部
門
調
整

機
関
（
Ｂ
Ｐ
Ｈ
ミ
ガ
ス
）
は
こ

の
ほ
ど
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

敷
設
を
進
め
た
実
績
と
し
て
、

昨
年
は
月
間
１
８
０
億
ル
ピ
ア

分
の
液
化
石
油
ガ
ス
（
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
＝
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）
輸
入
削
減

に
つ
な
が
っ
た
と
明
ら
か
に
し

た
。
節
約
分
の
月
間
２
８
３
１

ト
ン
を
Ｌ
Ｐ
Ｇ
価
格
に
換
算
し

て
い
る
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
報

じ
た
。

　家
庭
用
を
中
心
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ
需

要
は
増
加
し
続
け
て
お
り
、
供

給
量
の
６
割
以
上
を
輸
入
に
依

存
す
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。

打
開
策
と
し
て
政
府
は
２
０
２

５
年
ま
で
に
、
５
０
０
万
世
帯

と
の
都
市
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

接
続
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　都
市
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷

設
事
業
に
よ
る
輸
入
削
減
が
経

常
収
支
好
転
に
も
つ
な
が
る
と

ア
ピ
ー
ル
し
、
事
業
を
継
続
し

て
い
き
た
い
考
え
だ
。

（
平
野
慧
）

は
７
日
、
ウ
ム
ロ
（
小
巡
礼
）

の
た
め
訪
れ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
・
メ
ッ
カ
で
、
同
国
に
事
実

上
亡
命
し
て
い
る
強
硬
派
、
イ

ス
ラ
ム
擁
護
戦
線
（
Ｆ
Ｐ
Ｉ
）

の
ハ
ビ
ブ
・
リ
ジ
ッ
ク
・
シ
ハ

ブ
代
表
と
面
会
し
た
。

　プ
ラ
ボ
ウ
ォ
陣
営
は
Ｆ
Ｐ
Ｉ

を
は
じ
め
と
す
る
保
守
勢
力
と

の
関
係
を
強
め
て
い
る
。

　選
対
に
よ
る
と
、
面
会
で
は

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
も
行
わ
れ
、
リ
ジ

ッ
ク
代
表
は
、
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
組

勝
利
の
た
め
戸
別
訪
問
に
力
を

入
れ
る
よ
う
指
示
し
た
。

（
木
村
綾
）

南
ラ
ン
プ
ン
県
バ

カ
ウ
ヘ
ニ
～
ト
ゥ

ル
バ
ン
ギ
・
ブ
サ

ー
ル
間
高
速
道
の

開
通
を
宣
言
す
る

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
大
統

領
＝
ド
ゥ
テ
ィ
ッ

ク
コ
ム

　ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通
称
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
）
大
統
領
は
８

日
、
ス
マ
ト
ラ
島
南
端
の
ラ
ン
プ
ン
州
で
、
国
内
最
長
区
間

と
な
る
南
ラ
ン
プ
ン
県
バ
カ
ウ
ヘ
ニ
〜
ト
ゥ
ル
バ
ン
ギ
・
ブ

サ
ー
ル
間
の
高
速
道
路
（
１
４
０
・
９
キ
ロ
）
開
通
と
、
ラ

デ
ィ
ン
・
イ
ン
デ
ン
２
世
空
港
の
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
所
を
宣

言
し
た
。
同
区
間
は
ス
マ
ト
ラ
島
縦
断
高
速
道
路
の
一
部

で
、
６
月
ま
で
に
南
ス
マ
ト
ラ
州
パ
レ
ン
バ
ン
ま
で
接
続
さ

れ
、
同
空
港
で
は
国
際
便
就
航
を
急
ぐ
。
（
大
野
航
太
郎
）

　バ
カ
ウ
ヘ
ニ
〜
ト
ゥ
ル
バ
ン

ギ
・
ブ
サ
ー
ル
間
は
、
ス
マ
ト

ラ
島
北
端
の
ア
チ
ェ
州
か
ら
南

端
の
ラ
ン
プ
ン
州
を
結
ぶ
ス
マ

ト
ラ
島
縦
断
高
速
道
路
（
計
約

２
７
７
０
キ
ロ
）
の
一
部
。
ジ

ョ
コ
ウ
ィ
大
統
領
は
「
６
月
後

半
に
パ
レ
ン
バ
ン
ま
で
接
続
さ

れ
る
。
ア
チ
ェ
州
へ
は
24
年
ま

で
の
接
続
を
目
指
す
」
と
話
し

た
。
高
速
道
は
ラ
デ
ィ
ン
・
イ

ン
デ
ン
２
世
空
港
付
近
に
も
接

続
し
て
お
り
、
昨
年
の
ク
リ
ス

マ
ス
か
ら
年
始
に
か
け
て
供
用

を
開
始
し
て
い
た
。

　同
空
港
の
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
は

９
４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

旧
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
３
７
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
大
幅
に
拡

張
さ
れ
た
。
長
さ
２
７
７
０
メ

ー
ト
ル
、
幅
45
メ
ー
ト
ル
の
滑

走
路
が
新
設
さ
れ
、
ボ
ー
イ
ン

グ
７
３
７
型
機
に
対
応
で
き

る
。
４
階
建
て
の
駐
車
場
ビ
ル

も
完
成
し
た
。
新
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
昨
年
12
月
に
完
工
し
、
す
で

に
開
業
し
て
い
た
。

　同
空
港
は
昨
年
運
輸
省
が
国

際
空
港
に
指
定
し
た
が
、
設
備

不
足
で
国
際
便
は
ま
だ
乗
り
入

れ
て
い
な
い
。
ブ
デ
ィ
・
カ
ル

ヤ
・
ス
マ
デ
ィ
運
輸
相
は
国
際

化
を
急
ぐ
方
針
で
、
国
営
第
２

ア
ン
カ
サ
プ
ラ
の
管
理
の
も

と
、
20
年
ま
で
に
１
５
０
０
億

ル
ピ
ア
の
追
加
投
資
が
行
わ
れ

る
予
定
と
い
う
。

　ラ
ン
プ
ン
州
に
は
調
味
料
の

原
材
料
製
造
や
バ
イ
オ
燃
料
の

研
究
開
発
で
日
系
企
業
が
進
出

し
て
い
る
。
南
ラ
ン
プ
ン
県
に

事
務
所
を
持
つ
ト
ヨ
タ
・
バ
イ

オ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
土
生
和

典
さ
ん
は
高
速

道
の
開
通
で
、

ラ
ン
プ
ン
州
南

端
に
あ
る
バ
カ

ウ
ヘ
ニ
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
へ
の
物
流

が
改
善
さ
れ
る

と
期
待
す
る
。

　一
方
、
航
空
便
に
関
し
て

は
、
１
月
中
旬
か
ら
ガ
ル
ー
ダ

航
空
の
ス
カ
ル
ノ
ハ
ッ
タ
空
港

（
バ
ン
テ
ン
州
タ
ン
ゲ
ラ
ン
）

往
復
便
が
１
日
６
便
か
ら
４
便

に
減
り
、
チ
ケ
ッ
ト
が
取
り
づ

ら
く
な
る
な
ど
国
際
線
に
ア
ク

セ
ス
し
に
く
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

　ブ
デ
ィ
運
輸
相
は
貨
物
便
の

拡
充
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、

主
要
な
取
引
先
で
あ
る
ジ
ャ
カ

ル
タ
と
は
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
運

送
が
可
能
で
、
土
生
さ
ん
は

「
農
産
物
が
主
要
の
ラ
ン
プ
ン

州
に
は
向
か
な
い
の
で
は
」
と

話
し
た
。

　ま
た
ラ
ン
プ
ン
州
は
海
洋
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
観
光
資
源
も
あ

る
。
同
空
港
の
国
際
化
に
よ
る

観
光
客
増
に
期
待
す
る
声
も
あ

る
。　昨

年
12
月
の
ス
ン
ダ
海
峡
津

波
で
被
災
し
た
ラ
ン
プ
ン
州
ス

ベ
シ
島
の
漁
師
、
サ
ム
ス
ル
さ

ん
（
50
）
は
「
空
港
の
拡
大
で

（
同
島
が
）
ま
た
注
目
さ
れ

て
、
海
外
か
ら
も
旅
行
者
が
来

て
く
れ
れ
ば
」
と
期
待
し
た
。

ス
マ
ト
ラ
島
南
端

ラ
ン
プ
ン
州

▼コンドームで現職攻撃
　大統領選
を来月に控
え、ジョコ
ウィ・マア

ルフ組の顔写真が印刷されたパッケ
ージのコンドームが出回り、物議を
醸している。「ジョコウィ組はＬＧ
ＢＴ（性的少数者）合法化やアザー
ン禁止を推進する」などとするブラ
ックキャンペーンの一環とみられ
る。ジョコウィ氏は10日、ランプン
州の大学・高校同窓会の集会で「選
挙戦も終盤になり、ホークス（偽情
報）はＳＮＳだけでなく、もはや戸
別訪問で拡散されている」と注意を
呼び掛けた。（ドゥティックコム）
▼セレブカップルが報告

　東京のモスク
で２月27日に結
婚式を挙げたば
かりの若手実業
家レイノ・バラ
ックさんと女性

歌手シャフリニさんは10日、ジャカ
ルタで記者会見を開き、インドネシ
アの報道陣に正式に結婚したことを
発表した。              （アンタラ）
▼被告のライブは延期に
　10日に東ジャワ州スラバヤ市で開
催予定だったアフマッド・ダニ被告
の支援ライブが、許可未取得で延期
された。ダニ被告はアホック氏への
中傷で収監中のプラボウォ支持者。
警察は有料の音楽イベントでありな
がら、「選挙キャンペーン」として
届け出ていたため、としている。

（ドゥティックコム）
▼割礼の儀式はお神輿で

　西ジャワ州カラワン県のチュルッ
グ・コサンビ通りで10日、割礼の儀
式が行われ、子どもたちを乗せたお
神輿（みこし）が通りを練り歩い
た。　　　　　　　　（アンタラ）

　大
統
領
選
挙
の
投
票
日
ま
で
約
１

カ
月
と
な
り
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
ア
ク
セ
ル
全
開
で
最
終
コ
ー
ナ
ー

に
突
入
し
た
。
こ
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
で
威
力
を
発
揮
す
る
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

だ
。
５
年
前
の
選
挙
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
が
、
今
回

の
比
で
は
な
い
。
こ
の
５
年
で
Ｓ
Ｎ

Ｓ
と
選
挙
の
関
係
は
大
き
く
変
わ
っ

た
。
そ
れ
は
深
刻
な
懸
念
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　き
っ
か
け
は
２
０
１
６
年
の
英
国

の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
の
国
民

投
票
や
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

誕
生
に
大
き
く
貢
献
し
た
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
と
い
う
選
挙

コ
ン
サ
ル
だ
。
こ
れ
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
も
飛
び
つ

い
た
。
専
門
家
集
団
を
組
織
し
て
手

法
を
習
得
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

ん
で
き
た
。

　彼
ら
は
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
操
り
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
ご
と
に
響
く
選
挙
ネ

タ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し
、
ク
リ
ッ
ク

や
シ
ェ
ア
の
足
跡
を
収
集
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
拡
散
効

果
を
分
析
す
る
。

　効
果
が
確
認
で
き
る
と
エ
ン
ジ
ン

に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
し
て
、
同
類
の
ネ
タ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
流
し
続
け
る
。
こ
う
い
う
サ
イ

バ
ー
部
隊
が
大
量
に
動
員
さ
れ
、
投

票
の
１
カ
月
前
に
フ
ル
稼
働
し
て
い

る
と
い
う
の
が
今
回
の
選
挙
の
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。

　「
そ
の
筋
」
の
人
か
ら
話
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
い
ま
一
番
効
果
的
で
拡

散
力
の
強
い
ネ
タ
は
二
つ
だ
と
い

う
。
ひ
と
つ
は
「
現
政
権
が
継
続
に

な
れ
ば
フ
リ
ー
セ
ッ
ク
ス
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
（
性
的
少
数
者
）
が
合
法
に
な

る
」
と
い
う
も
の
。
も
う
ひ
と
つ
が

「
現
政
権
が
続
け
ば
ウ
ラ
マ
ー
が
多

く
逮
捕
さ
れ
、
ア
ザ
ー
ン
も
禁
止
に

な
る
」
と
い
う
も
の
ら
し
い
。

　ど
ち
ら
も
デ
マ
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
デ
マ
は
大
量
に
反
復
的
に

伝
達
さ
れ
る
な
か
で
、
真
実
と
の
境

目
が
ぼ
や
け
て
く
る
。
そ
う
さ
せ
る

の
が
感
情
の
力
で
あ
り
、
気
持
ち
悪

い
と
い
う
嫌
悪
、
許
せ
な
い
と
い
う

怒
り
、
い
つ
か
自
分
が
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
に
な
る
と
い
う
不
安
と
恐
怖
。

こ
う
い
う
情
動
反
応
に
直
接
訴
え
か

け
る
デ
マ
や
陰
謀
論
が
選
挙
戦
略
と

し
て
い
ま
大
量
に
動
員
さ
れ
て
い

る
。　こ

れ
は
脳
科
学
や
神
経
心
理
学
の

世
界
で
、
扁
桃
（
へ
ん
と
う
）
体
ハ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
が
、
情
動

に
深
く
作
用
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刷

り
込
む
こ
と
で
投
票
行
動
を
誘
導
さ

せ
よ
う
と
す
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
あ
る
。

　こ
う
な
る
と
、
も
は
や
選
挙
は
人

柄
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
ビ
ジ
ョ
ン
や

政
策
と
い
っ
た
「
見
え
る
も
の
」
か

ら
合
理
的
に
判
断
し
て
投
票
行
動
を

決
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
常
識

が
通
用
し
な
く
な
る
。
嫌
い
だ
不
安

だ
恐
ろ
し
い
と
い
っ
た
感
情
が
、
政

治
選
好
や
投
票
行
動
を
決
定
づ
け
る

時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
こ
と
は
社
会
の
分
断
を

あ
お
り
、
寛
容
な
社
会
を
蝕
（
む
し

ば
）
み
、
民
主
政
治
の
空
間
を
圧
迫

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　選
挙
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
と
発

展
は
、
皮
肉
に
も
そ
う
い
う
世
の
中

を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
も
他

人
事
で
は
な
い
日
が
来
る
か
も
し
れ

な
い
。
（
立
命
館
大
学
国
際
関
係
学

部
教
授
）

扁
桃
体
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
の
選
挙
政
治

本名純
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　中
部
ジ
ャ
ワ
州
の
州
都
で
あ
る

ス
マ
ラ
ン
に
は
、
約
１
８
１
万
人

（
２
０
１
８
年
６
月
の
統
計
）
が

暮
ら
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

５
大
都
市
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
５
大
都
市
と
い
っ
て

も
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ス
ラ
バ
ヤ
と
比

較
す
る
と
人
口
が
密
集
し
て
お
ら

ず
、
大
渋
滞
で
身
動
き
が
取
れ
な

く
な
る
こ
と
も
な
く
、
地
平
線
の

先
に
た
た
ず
む
山
々
や
太
陽
光
で

真
っ
赤
に
光
輝
く
れ
ん
が
造
り
の

家
が
立
ち
並
ぶ
、
静
か
で
の
ん
び

り
と
し
た
住
み
心
地
の
良
い
街
で

す
。
ま
た
、
昨
年
の
日
本
人
会
だ

よ
り
で
お
伝
え
し
た
大
手
牛
丼
チ

ェ
ー
ン
を
は
じ
め
、
日
系
レ
ス
ト

ラ
ン
や
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
も

徐
々
に
増
え
、
段
々
と
便
利
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
（
さ
ら
な
る
日
系
レ
ス
ト
ラ

ン
の
開
店
を
心
よ
り
お
持
ち
し
て

お
り
ま
す
）
。

　昨
年
11
月
時
点
で
、
ス
マ
ラ
ン

日
本
人
会
は
１
５
９
人
、
う
ち
子

ど
も
が
28
人
お
り
、
11
月
の
年
次

総
会
、
年
２
回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
・
釣
り
大
会
）
、
月
次
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
な
ど
を
通
じ
、
会
員
間
の

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
会
員
の

多
く
は
日
系
企
業
の
駐
在
者
で

す
。
近
年
は
家
族
帯
同
で
赴
任
す

る
方
も
多
く
、
毎
月
の
婦
人
会
や

月
２
回
の
ス
マ
ラ
ン
日
本
語
補
習

校
で
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学

年
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
大
変

な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
ま

た
、
近
年
日
本
人
会
所
属
の
赤
ち

ゃ
ん
数
が
増
加
、
補
習
校
で
は
従

来
の
幼
児
部
・
小
学
校
低
学
年
の

ク
ラ
ス
に
加
え
、
プ
レ
幼
児
部

（
０
〜
３
歳
向
け
）
の
活
動
も
活

発
化
、
習
い
事
の
一
種
の
リ
ト
ミ

ッ
ク
と
手
遊
び
歌
で
楽
し
く
遊
ん

飛行機で30分の秘境も
で
い
ま
す
。

　昨
今
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
至
る
所

で
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
ス
マ
ラ
ン
も
例
外
で
な

く
、
新
し
い
高
速
道
路
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
一
番
の

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
昨
年
６
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ス

マ
ラ
ン
空
港
（
ア
フ
マ
ッ
ド
・
ヤ

ニ
国
際
空
港
）
の
新
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
す
。

　旧
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
広
さ
と
比
較

す
る
と
９
倍
以
上
の
大
型
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
拡
張
、
エ
コ
・
グ
リ
ー
ン

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
入
口
や
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
手
前
の
広
場

に
は
、
大
き
な
池
が
作
ら
れ
、
コ

イ
を
見
な
が
ら
時
間
を
つ
ぶ
せ
ま

す
。
旧
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
な
か
っ

た
子
ど
も
の
プ
レ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
も
併
設
さ
れ
、

家
族
連
れ
に
優
し
い
空
港
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
オ

ー
プ
ン
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
港
内
の
ダ
イ
ニ
ン

グ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
に
は

現
在
も
空
き
テ
ナ
ン
ト
が
目
立

ち
、
な
か
な
か
５
大
都
市
の
上
位

争
い
に
参
加
で
き
な
い
ス
マ
ラ
ン

ら
し
い
？
の
ん
び
り
と
し
た
、
一

面
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　そ
ん
な
ス
マ
ラ
ン
空
港
か
ら
飛

行
機
で
北
へ
約
30
分
の
、
さ
ら
に

の
ん
び
り
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

秘
境
リ
ゾ
ー
ト
、
カ
リ
ム
ン
ジ
ャ

ワ
列
島
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ウ
イ

ン
グ
ス
エ
ア
（
ス
マ
ラ
ン
〜
カ
リ

ム
ン
ジ
ャ
ワ
）
が
毎
週
金
、
日
、

月
曜
の
昼
に
往
復
３
便
飛
ん
で
お

り
、
早
朝
の
飛
行
機
に
乗
れ
ば
ジ

ャ
カ
ル
タ
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
も
可

能
な
時
間
帯
で
す
。

　列
島
と
名
前
が
付
く
よ
う
に
、

カ
リ
ム
ン
ジ
ャ
ワ
は
27
の
島
々
か

ら
成
り
、
手
付
か
ず
の
サ
ン
ゴ
礁

や
自
然
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お

り
、
映
画
に
出
て
き
そ
う
な
白
い

ビ
ー
チ
と
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
の

海
は
、
実
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国

立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
透
き
通
る

海
、
色
と
り
ど
り
の
サ
ン
ゴ
な
ど

に
触
れ
れ
ば
、
日
常
生
活
で
溜
ま

っ
た
心
身
の
疲
れ
が
癒
や
さ
れ
る

こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　時
間
に
余
裕
が
あ
る
方
に
は
、

離
島
に
点
在
す
る
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
ア
イ

ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
島
々
の
異
な
る
雰
囲
気
を

味
わ
い
な
が
ら
、
各
島
の
イ
ン
ス

タ
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
（
桟
橋
や

海
上
ブ
ラ
ン
コ
ほ
か
）
巡
り
が
お

勧
め
で
す
。
宿
泊
施
設
も
一
般
的

な
ホ
テ
ル
か
ら
ビ
ラ
タ
イ
プ
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
ま
で
非
常

に
豊
富
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

に
疲
れ
た
ら
ぼ
ー
っ
と
穏
や
か
な

海
を
眺
め
て
、
の
ん
び
り
と
本
を

読
み
、
そ
の
後
に
お
昼
寝
な
ん
て

い
う
ぜ
い
た
く
な
過
ご
し
方
も
で

き
ま
す
。

　バ
リ
や
ロ
ン
ボ
ク
、
ジ
ョ
ク
ジ

ャ
も
良
い
で
す
が
、
次
の
連
休
に

は
ぜ
ひ
ス
マ
ラ
ン
や
カ
リ
ム
ン
ジ

ャ
ワ
に
も
足
を
運
ば
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
（
実
は
、
私

も
ま
だ
カ
リ
ム
ン
ジ
ャ
ワ
に
は
行

っ
た
こ
と
が
な
く
、
次
回
の
連
休

に
行
く
予
定
で
す
）
。
（
ス
マ
ラ

ン
日
本
人
会
広
報
、
山
下
祐
介
）

ス
マ
ラ
ン
日
本
人
会 

④

インドネシアの日本人会
メダン

パレンバン

ジャカルタ
チカラン

バンドン

ジョクジャカルタ
ソロ

東ジャワ

バリ
ＮＴＢ

南スラウェシ

北スラウェシ
バタム

スマラン
ランプン

西スマトラ州

（
上
か
ら
）
カ
リ
ム
ン
ジ
ャ
ワ
の
浜
辺

▽
美
し
い
海
が
広
が
る
カ
リ
ム
ン
ジ
ャ

ワ
▽
大
き
く
な
っ
た
ス
マ
ラ
ン
空
港
の

新
タ
ー
ミ
ナ
ル

　こ
と
し
で
創
設
10
周
年
を
迎

え
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
大
学

生
に
よ
る
日
本
語
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
劇
団
「
ｅ
ｎ
塾
（
エ
ン

ジ
ュ
ク
）
」
は
４
月
２
、
５

両
日
、
東
京
と
愛
知
で
公
演

す
る
。
劇
団
員
50
人

が
訪
日
し
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ミ
ス
テ
リ
ー

「
神
楽
の
里
殺
人
事

件
」
を
上
演
す
る
。 

　神
楽
が
披
露
さ

れ
て
に
ぎ
わ
う
祭

り
の
最
中
、
突
然
殺

人
事
件
が
起
こ
り
、

巫
女
（
み
こ
）
や
若

神
主
が
犯
人
探
し
を

行
う
と
い
う
劇
団
初

の
ミ
ス
テ
リ
ー
作

品
。
２
０
１
７
年

12
月
に
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
初
演
し
た
。

広
島
市
の
水
内
神

来
月
、東
京
・
愛
知
で
公
演

劇
団ｅ
ｎ
塾  「
神
楽
の
里
殺
人
事
件
」

楽
団
か
ら
指
導
を
受
け
た
と

い
う
神
楽
の
演
目
「
滝
夜
叉

姫
」
も
劇
中
で
披
露
さ
れ
る
。 

　作
品
の
舞
台
は
神
社
。
脚
本

や
演
技
指
導
を
手
が
け
る
甲
斐

切
清
子
さ
ん
（
61
）
は
「
多
く

が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
の
団
員
た
ち
が
束

に
な
り
、
神
道
の
世
界
を
つ
く

り
上
げ
て
い
る
の
を
、
日
本
の

方
に
見
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。 

　訪
日
公
演
は
14
年
か
ら
毎

年
春
に
２
都
市
で
実
施
し
て

お
り
、
今
回
で
６
回
目
。
公

演
は
全
編
日
本
語
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
字
幕
あ
り
。 

　４
月
２
日
に
東
京
都
の
江
戸

川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
５

日
に
愛
知
県
の
刈
谷
市
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
れ
も
午

後
６
時
半
開
演
。
一
般
２
千

円
、
学
生
１
５
０
０
円
、
小
学

生
千
円
。
前
売
り
券
を
販
売
し

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
実
行

委
員
会
（
東
京
０
３
・
５
２
８

３
・
８
１
８
８
、
愛
知
０
８

０
・
９
５
１
１
・
５
０
４
５
）

へ
。

　
　
　
　
　（
木
村
綾
）

　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
画
家
サ
ー

シ
ャ
・
ト
ラ
ン
ゴ
ノ
さ
ん
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
30
周
年
を
記

念
し
た
個
展
が
19
日
ま
で
、
南

ジ
ャ
カ
ル
タ
区
パ
ク
ブ
ウ
ォ
ノ

通
り
の
イ
タ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン

「
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
・
Ｏ
Ｆ
・
Ｐ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
（
セ
イ

ビ
ア
ー
・
オ
ブ
・
パ
ク
ブ
ウ
ォ

ノ
）
」
と
２
階
の
ス
タ
ジ
オ
、

「
ザ
・
パ
ラ
マ
」
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　サ
ー
シ
ャ
さ
ん
は
、
ジ
ャ
ワ

出
身
の
画
家
で
、
２
０
０
３
年

に
は
ジ
ャ
カ
ル
タ

Ｃ
Ｐ
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
芸
術
賞
を
受
賞

し
て
い
る
ほ
か
、

メ
ガ
ワ
テ
ィ
元
大

統
領
な
ど
の
著
名

人
が
作
品
コ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
知
ら

れ
る
。 

　展
示
さ
れ
て
い

る
作
品
は
全
27
点

で
、
「
花
」
、

「
ワ
ヤ
ン
（
影
絵

芝
居
の
人
形
）
」

を
題
材
に
し
た
水

３
日
に
行
わ
れ
た
グ
ラ

ン
ド
リ
ハ
ー
サ
ル
の
様

子
＝
ｅ
ｎ
塾
提
供

30
年
間
の
集
大
成
を

サ
ー
シ
ャ
さ
ん
個
展 

パ
ク
ブ
ウ
ォ
ノ 

　２
０
１
９
年
の
ミ
ス
・
ユ
ニ

バ
ー
ス
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
代
表

を
決
め
る
コ
ン
テ
ス
ト
「
プ
ト

リ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
の
最
終

審
査
が
８
日
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）

で
行
わ
れ
、
各
地
区
代
表
の

39
人
の
中
か
ら
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
特
別
州
代
表
の
フ
レ
デ
リ

カ
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
コ
ー
ル

さ
ん
（
19
）
が
選
ば
れ
た
。

　フ
レ
デ
リ
カ
さ
ん
は
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
の
動
物
保
護
施
設

で
活
動
し
た
り
犬
食
の
中
止

を
訴
え
た
り
し
て
き
た
動
物

愛
護
家
。
子
ど
も
の
教
育
を

支
援
す
る
非
営
利
団
体
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
で
の
活
動
経
験
も
あ

る
。

　
　
　
　（
木
村
綾
）

ワ
ヤ
ン
の
絵
の
前
に

座
る
サ
ー
シ
ャ
さ
ん

ジ
ャ
カ
ル
タ
の

フ
レ
デ
リ
カ
さ
ん

ミ
ス・ユ
ニ
バ
ー
ス
代
表
に

２
０
１
９
年
の
プ
ト
リ
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
選
ば
れ
た
フ
レ
デ
リ
カ

さ
ん
（
左
端
）
＝
ア
ン
タ
ラ
通
信

彩
画
。
水
彩
画
で
も
描
け
る
よ

う
に
加
工
し
た
キ
ャ
ン
バ
ス

や
、
紙
の
上
に
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
会
場
で
は
、
扇
子
や

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ス
ト
ー
ル
な
ど
が

販
売
さ
れ
て
い
る
。 

　サ
ー
シ
ャ
さ
ん
は
「
ワ
ヤ
ン

の
絵
で
は
一
つ
一
つ
異
な
る
バ

テ
ィ
ッ
ク
の
柄
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
描
い
て
い
る
。
ワ
ヤ
ン

や
バ
テ
ィ
ッ
ク
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
見
に

来
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

（
上
村
夏
美
、
写
真
も
）
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避
難
な
お
５
万
2000
人

東
日
本
大
震
災
、き
ょ
う
８
年

　

東
日
本
大
震
災
は
11
日
、
発

生
か
ら
８
年
を
迎
え
る
。
復
興

庁
に
よ
る
と
、
避
難
者
は
１
年

前
に
比
べ
約
２
万
人
減
少
し
５

万
１
７
７
８
人
（
２
月
７
日
現

在
）
。
福
島
で
は
、
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
事
故
の
影
響
で

な
お
約
３
万
２
６
０
０
人
が
県

外
で
避
難
生
活
を
送
る
。
11
日

は
、
平
成
で
最
後
と
な
る
追
悼

の
集
い
が
被
災
各
地
で
開
か
れ

る
。

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
死
者
は

８
日
現
在
、
12
都
道
県
の
１
万

東日本大震災から11日で８年となるのを前に、福島県いわき市の久之浜で慰
霊碑を見詰める親子＝10日

５
８
９
７
人
、
行
方
不
明
者
は

２
５
３
３
人
。
復
興
庁
が
公
表

し
て
い
る
、
震
災
に
よ
る
負
傷

の
悪
化
な
ど
で
亡
く
な
っ
た

「
震
災
関
連
死
」
を
合
わ
せ
る

と
、
犠
牲
者
は
２
万
２
１
０
０

人
を
超
え
る
。

　

政
府
の
復
興
・
創
生
期
間
が

終
了
す
る
２
０
２
０
年
度
末
ま

で
残
り
約
２
年
と
な
っ
た
。
沿

岸
部
で
は
、
防
潮
堤
や
復
興
道

路
「
三
陸
沿
岸
道
路
」
の
建
設

が
進
み
、
不
通
が
続
い
て
い
た

Ｊ
Ｒ
山
田
線
宮
古
－
釜
石
も
第

三
セ
ク
タ
ー
三
陸
鉄
道
（
岩
手

県
宮
古
市
）
に
移
管
さ
れ
、
今

月
23
日
に
運
行
が
始
ま
る
。
イ

ン
フ
ラ
面
の
復
興
は
着
実
な
歩

み
を
重
ね
て
い
る
。　

　

復
興
庁
に
よ
る
と
、
被
災
者

向
け
災
害
公
営
住
宅
は
１
月
末

現
在
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

３
県
で
約
２
万
９
千
戸
が
完
成

し
、
計
画
の
98
％
程
度
ま
で
進

ん
だ
。
一
方
、
３
４
１
８
人
が

プ
レ
ハ
ブ
の
応
急
仮
設
住
宅
で

の
暮
ら
し
を
続
け
、
住
ま
い
の

復
興
が
進
む
一
方
で
生
活
再
建

に
苦
し
む
被
災
者
も
多
い
。
心

の
ケ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再

生
な
ど
の
課
題
が
残
っ
て
い

る
。

　

福
島
県
で
は
、
原
発
事
故
の

影
響
で
双
葉
、
大
熊
両
町
の
全

町
避
難
が
続
き
、
放
射
線
量
の

高
い
帰
還
困
難
区
域
を
除
く
と

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
浪

江
、
富
岡
両
町
で
も
、
住
民
の

帰
還
が
進
ん
で
い
な
い
。
医
療

機
関
や
福
祉
施
設
、
商
業
施
設

米
軍
駐
留
支
援
費
、大
幅
増
要
求
か

総
額
に
５
割
上
乗
せ

３
社
連
合
、提
携
戦
略
で
新
組
織

脱
ゴ
ー
ン
体
制
へ
ト
ッ
プ
合
議

　

日
産
自
動
車
、
フ
ラ
ン
ス
自

動
車
大
手
ル
ノ
ー
、
三
菱
自
動

車
の
３
社
連
合
が
、
提
携
戦
略

を
協
議
す
る
新
た
な
組
織
を
設

置
す
る
こ
と
が
10
日
、
分
か
っ

た
。
３
社
ト
ッ
プ
が
参
加
し
、

部
品
の
調
達
、
研
究
開
発
と
い

っ
た
実
務
的
な
課
題
に
加
え
、

連
合
の
協
力
関
係
の
強
化
を
含

む
幅
広
い
議
題
を
話
し
合
う
見

通
し
。
日
産
会
長
な
ど
を
務
め

た
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
に

権
限
が
集
中
し
て
い
た
体
制
か

ら
脱
却
し
、
３
社
の
合
議
で
連

合
を
運
営
す
る
仕
組
み
に
改
め

る
。

　

従
来
は
、
ゴ
ー
ン
被
告
が
議

長
役
を
務
め
る
「
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
ボ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
会
議

体
な
ど
で
連
合
の
戦
略
を
協
議

し
て
い
た
が
、
今
後
は
新
組
織

が
そ
の
役
割
を
担
う
。
ゴ
ー
ン

被
告
逮
捕
後
の
昨
年
11
月
、
３

社
は
ト
ッ
プ
の
合
議
制
に
移
行

す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
た
。

　

新
組
織
に
は
、
ル
ノ
ー
の
ジ

ャ
ン
ド
ミ
ニ
ク
・
ス
ナ
ー
ル
会

長
や
日
産
の
西
川
広
人
社
長
、

三
菱
自
の
益
子
修
最
高
経
営
責

任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
参
加
す

る
。
日
産
と
ル
ノ
ー
、
日
産
と

三
菱
自
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ラ
ン

ダ
に
統
括
会
社
を
置
い
て
い

た
。
た
だ
、
統
括
会
社
は
ゴ
ー

ン
被
告
に
不
透
明
な
報
酬
支
払

い
を
行
う
た
め
の
窓
口
と
な
っ

て
い
た
側
面
が
あ
る
。

　

ゴ
ー
ン
被
告
は
３
社
の
会
長

や
ル
ノ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
兼
務
し
、

絶
大
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
。

同
被
告
の
失
脚
後
も
３
社
が
円

滑
な
連
携
を
保
つ
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
が
焦
点
に
な
っ
て
い

る
。ゴ

ー
ン
被
告
に
不
透
明
報
酬

オ
ラ
ン
ダ
統
括
会
社
を
閉
鎖
へ

日
産・三
菱
自

　

日
産
自
動
車
と
三
菱
自
動
車

が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
統
括
会
社

「
日
産
三
菱
Ｂ
Ｖ
」
を
閉
鎖
す

る
方
向
で
調
整
し
て
い
る
こ
と

が
８
日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。

統
括
会
社
は
、
日
産
と
三
菱
自

の
会
長
を
兼
務
し
て
い
た
カ
ル

ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
に
対
し
、

約
10
億
円
の
報
酬
を
不
透
明
な

形
で
支
出
す
る
窓
口
と
な
っ
て

い
た
。

　

両
社
は
不
適
切
行
為
の
舞
台

と
な
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
、
統
括
会
社
の
整
理
は
避
け

ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。

　

統
括
会
社
は
、
日
産
が
三
菱

自
へ
の
出
資
を
決
め
た
直
後
の

２
０
１
６
年
６
月
ご
ろ
、
ゴ
ー

ン
被
告
や
側
近
の
間
で
設
立
の

検
討
が
始
ま
っ
た
。
日
本
で
開

示
義
務
が
な
い
報
酬
を
同
被
告

に
支
払
う
の
が
目
的
だ
っ
た
と

さ
れ
る
。
た
だ
、
同
被
告
側
は

三
菱
自
に
対
し
、
「
提
携
効
果

を
最
大
限
に
引
き
出
す
戦
略
を

立
案
す
る
た
め
」
な
ど
と
説
明

し
て
い
た
。

　

17
年
６
月
に
日
産
と
三
菱
自

が
折
半
出
資
で
設
立
し
、
18
年

に
は
運
営
資
金
と
し
て
両
社
が

約
21
億
円
を
拠
出
。
こ
の
約
半

分
が
18
年
４
〜
11
月
に
か
け
、

統
括
会
社
の
取
締
役
の
ゴ
ー
ン

被
告
に
渡
っ
た
。
日
産
の
西
川

広
人
社
長
、
三
菱
自
の
益
子
修

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

も
統
括
会
社
の
取
締
役
だ
が
、

報
酬
は
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ

た
。

　

統
括
会
社
に
は
日
産
と
三
菱

自
が
そ
れ
ぞ
れ
社
員
を
派
遣
し

て
お
り
、
実
際
に
業
務
は
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
。
両
社
は
今

後
、
統
括
会
社
を
介
さ
ず
に
連

携
を
強
化
す
る
仕
組
み
を
整
え

る
方
針
だ
。

　

【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】
米
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
通
信
は
８
日
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
日
本
や
ド
イ

ツ
な
ど
米
軍
が
駐
留
し
て
い
る

同
盟
国
に
対
し
、
接
受
国
支
援

と
し
て
駐
留
経
費
総
額
に
５
割

を
上
乗
せ
し
た
額
を
支
払
う
よ

う
要
求
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
と
報
じ
た
。
政
権
高
官
ら

は
数
あ
る
案
の
一
つ
だ
と
指
摘

し
た
が
、
２
０
２
１
年
に
更
新

時
期
を
迎
え
る
在
日
米
軍
駐
留

経
費
の
日
本
側
負
担
（
思
い
や

り
予
算
）
の
交
渉
で
、
米
側
が

大
幅
な
増
額
を
要
求
す
る
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

政
権
高
官
ら
に
よ
る
と
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
国
防
総
省
に

対
し
、
米
軍
駐
留
を
受
け
入
れ

る
各
国
が
い
く
ら
支
払
う
べ
き

か
に
加
え
、
米
国
の
政
策
と
の

連
携
度
合
い
に
よ
り
ど
の
程
度

の
「
割
引
」
を
与
え
る
べ
き
か

を
計
算
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

駐
留
米
兵
の
給
与
や
空
母
・
潜

水
艦
の
寄
港
経
費
を
要
求
す
る

の
が
適
切
か
ど
う
か
に
つ
い
て

も
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
現
在
の
５
〜

６
倍
の
経
費
負
担
を
求
め
ら
れ

る
国
も
あ
る
と
い
う
。　

　

国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ

Ｃ
）
報
道
官
は
ブ
ル
ー
ム
バ
ー

グ
に
対
し
「
同
盟
国
が
集
団
防

衛
に
お
け
る
投
資
を
拡
大
し
、

公
平
な
負
担
を
確
保
す
る
こ
と

は
米
国
の
長
年
の
目
標
だ
っ

た
」
と
指
摘
。
た
だ
、
駐
留
経

費
負
担
に
つ
い
て
は
「
現
在
検

討
中
の
特
定
の
案
件
に
は
コ
メ

ン
ト
し
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
１
月
、

国
防
総
省
で
の
演
説
で
「
わ
れ

わ
れ
は
多
く
の
非
常
に
裕
福
な

国
を
守
っ
て
い
る
。
（
金
を
）

米
国
に
支
払
え
」
と
発
言
。
こ

れ
ま
で
も
米
軍
の
海
外
展
開
費

用
や
、
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
国
の
国
防

支
出
不
足
に
不
満
を
示
し
て
き

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
昨
年
、
米

兵
約
２
万
５
千
人
が
駐
留
す
る

韓
国
に
対
し
て
も
駐
留
経
費
の

倍
増
を
要
求
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
米
韓
両
国
の
「
防

衛
費
分
担
特
別
協
定
（
Ｓ
Ｍ

Ａ
）
」
の
更
新
交
渉
は
難
航
。

最
終
的
に
年
約
８
億
ド
ル
（
約

８
８
０
億
円
）
だ
っ
た
韓
国
の

エ
チ
オ
ピ
ア
航
空
機
が
墜
落

乗
客
乗
員
１
５
７
人

　

ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る
と
、

乗
客
１
４
９
人
と
乗
員
８
人
を

乗
せ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
航
空
機
が

10
日
、
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
郊
外

で
墜
落
し
た
。
墜
落
し
た
の
は

ボ
ー
イ
ン
グ
７
３
７
型
機
で
、

ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
郊
外
の
空
港

を
出
発
し
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ

イ
ロ
ビ
に
向
か
っ
て
い
た
。

　

Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
が
伝
え
た
エ
チ

民
兵
組
織「
マ
イ
マ
イ
」か

エ
ボ
ラ
治
療
施
設
襲
撃

コ
ン
ゴ

　

【
ブ
テ
ン
ボ
（
コ
ン
ゴ
）
Ａ

Ｆ
Ｐ
時
事
】
コ
ン
ゴ
（
旧
ザ
イ

ー
ル
）
当
局
は
９
日
、
東
部
ブ

テ
ン
ボ
に
あ
る
エ
ボ
ラ
出
血
熱

の
治
療
施
設
が
武
装
集
団
に
襲

わ
れ
、
警
官
１
人
が
死
亡
し
た

と
発
表
し
た
。
ブ
テ
ン
ボ
市
長

は
、
民
兵
組
織
「
マ
イ
マ
イ
」

構
成
員
を
拘
束
し
た
と
公
表
し

「
病
人
を
殺
し
た
が
っ
て
い
る

テ
ロ
リ
ス
ト
だ
」
と
訴
え
た
。

　

市
長
は
「
早
朝
（
日
本
時
間

午
後
）
の
銃
撃
で
始
ま
り
、
30

分
後
に
軍
と
警
察
が
応
戦
し

た
」
と
説
明
。
施
設
は
２
月
27

日
に
も
襲
わ
れ
、
運
営
し
て
い

た
国
際
医
療
団
体
「
国
境
な
き

医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
」
が
活
動

停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
コ
ン

ゴ
保
健
省
が
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
、
国
連
児
童
基
金

（
ユ
ニ
セ
フ
）
と
協
力
し
２
日

か
ら
再
開
し
た
ば
か
り
で
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
が

９
日
、
コ
ン
ゴ
（
旧
ザ
イ
ー
ル
）
東

部
ブ
テ
ン
ボ
で
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の

治
療
施
設
襲
撃
後
、
捕
ら
え
ら
れ
、

コ
ン
ゴ
軍
兵
士
ら
に
引
き
ず
ら
れ
る

民
兵
組
織
「
マ
イ
マ
イ
」
構
成
員

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

９
日
中
に
視
察
す
る
予
定
だ
っ

た
。　

　

９
日
午
後
８
時
55
分
ご
ろ
、

千
葉
県
木
更
津
市
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
む
女
性
か
ら
、
「
男
性

が
血
だ
ら
け
で
倒
れ
て
い
る
」

と
１
１
０
番
が
あ
っ
た
。
男
性

は
同
市
議
の
石
川
哲
久
さ
ん

（
71
）
で
、
病
院
に
運
ば
れ
た

が
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
県
警

捜
査
１
課
は
殺
人
事
件
と
み
て

捜
査
を
開
始
。
現
場
付
近
の
防

犯
カ
メ
ラ
に
映
っ
て
い
た
男
を

10
日
に
東
京
都
内
で
発
見
、
事

情
を
聴
い
て
い
る
。

　

同
課
に
よ
る
と
、
男
は
事
件

の
あ
っ
た
９
日
夜
、
石
川
さ
ん

の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
や
そ
の
周

辺
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
映
っ
て
い

た
。
同
課
が
映
像
を
解
析
す
る

な
ど
し
て
行
方
を
捜
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
都
内
に
い
る
の
を
見

つ
け
、
身
柄
を
確
保
し
た
。

　

事
件
は
９
日
夜
に
発
生
。
マ

ン
シ
ョ
ン
12
階
の
自
室
玄
関
前

で
血
を
流
し
て
倒
れ
て
い
る
の

を
、
帰
宅
し
た
妻
が
発
見
。
助

け
を
求
め
ら
れ
た
女
性
が
１
１

０
番
し
た
。
体
に
は
複
数
の
刺

し
傷
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

と
、
石
川
さ
ん
は
同
市
出
身

で
、
東
京
大
卒
業
後
、
旧
建
設

省
入
り
。
２
０
１
５
年
に
市
議

に
初
当
選
。
現
在
１
期
目
だ
っ

た
。 防

犯
カ
メ
ラ
の
男
聴
取

木
更
津
市
議
、刺
さ
れ
死
亡

千
葉
県
警

経
費
負
担
を
約
10
億
ド
ル

に
増
額
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
。

　

20
年
度
末
で
期
限
を
迎

え
る
日
本
の
思
い
や
り
予

算
を
め
ぐ
る
交
渉
は
来
年

に
も
始
ま
る
見
通
し
。
国

防
総
省
高
官
ら
は
「
日
本

は
十
分
な
経
費
を
負
担
し

て
い
る
」
と
語
る
が
、
先

行
き
は
不
透
明
だ
。

８
日
、
ソ
ウ
ル
で
、
在
韓
米
軍

駐
留
経
費
に
関
す
る
文
書
に

正
式
署
名
す
る
康
京
和
外
相

（
右
）
と
ハ
リ
ス
駐
韓
米
大
使

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

オ
ピ
ア
航
空
の
声
明
で
は
、
現

地
時
間
午
前
８
時
半
（
日
本
時

間
午
後
３
時
半
）
す
ぎ
に
離
陸

し
、
６
分
後
に
連
絡
が
途
絶
え

た
。
捜
索
・
救
助
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
「
生
存
者
や
犠

牲
者
に
つ
い
て
の
確
た
る
情
報

は
な
い
」
と
い
う
。　

の
充
実
な
ど
生
活
環
境
の
改
善

が
急
が
れ
て
い
る
。
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景
気
、後
退
局
面
の
可
能
性

内
閣
府  

基
調
判
断
下
方
修
正

　内
閣
府
が
７
日
発
表
し
た
１

月
の
景
気
動
向
指
数
（
２
０
１

５
年
＝
１
０
０
）
速
報
値
は
、

景
気
の
現
状
を
示
す
一
致
指
数

が
前
月
比
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
低

下
の
97
・
９
と
な
り
、
３
カ
月

連
続
で
悪
化
し
た
。
内
閣
府
は

中
国
経
済
の
減
速
を
受
け
、
日

本
国
内
の
景
気
が
後
退
局
面
に

入
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
み
て

お
り
、
基
調
判
断
を
４
カ
月
ぶ

り
に
下
方
修
正
し
た
。
12
年
12

月
に
始
ま
っ
た
景
気
拡
大
が
こ

と
し
１
月
に
戦
後
最
長
を
更
新

し
た
か
ど
う
か
は
微
妙
だ
。

　内
閣
府
は
、
１
月
ま
で
の
数

カ
月
間
に
「
景
気
の
山
」
が
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
分
析
。

基
調
判
断
を
、
前
月
ま
で
の

「
足
踏
み
を
示
し
て
い
る
」

か
ら
「
下
方
へ
の
局

面
変
化
を
示
し
て
い

る
」
に
変
更
し
た
。

こ
の
表
現
を
使
う
の

は
14
年
11
月
以
来
、

４
年
２
カ
月
ぶ
り
。

　菅
義
偉
官
房
長
官

は
７
日
の
記
者
会
見

で
、
景
気
は
依
然
、

回
復
基
調
に
あ
る
と

指
摘
。
こ
と
し
10
月

に
予
定
す
る
消
費

税
増
税
に
つ
い
て
も

「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
級
の
出
来
事
が

起
こ
ら
な
い
限
り
引

き
上
げ
る
」
と
改
め

て
語
っ
た
。

　茂
木
敏
充
経
済
財
政
担
当
相

は
１
月
、
景
気
拡
大
期
間
が
02

〜
08
年
の
「
い
ざ
な
み
景
気
」

（
６
年
１
カ
月
）
を
超
え
、

「
戦
後
最
長
に
な
っ
た
と
み
ら

れ
る
」
と
表
明
し
た
。
し
か

し
、
２
月
末
に
発
表
さ
れ
た
１

月
の
鉱
工
業
生
産
指
数
は
、
米

国
と
中
国
の
貿
易
摩
擦
を
背
景

に
３
カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
エ
コ
ノ
ミ
ス

４
月
に
入
れ
替
え
ダ
ブ
ル
選

  

大
阪
知
事
・
市
長
が
辞
職
願
提
出

　大
阪
府
の
松
井
一
郎
知
事

（
地
域
政
党
「
大
阪
維
新
の

会
」
代
表
）
と
大
阪
市
の
吉
村

洋
文
市
長
（
同
政
調
会
長
）
は

８
日
午
後
、
任
期
途
中
で
辞
職

し
、
４
月
投
開
票
の
統
一
地
方

選
で
ダ
ブ
ル
選
を
行
う
た
め
、

辞
職
願
を
そ
れ
ぞ
れ
府
市
両
議

会
議
長
に
提
出
し
た
。
そ
の

後
、
維
新
の
党
の
会
合
で
松
井

氏
は
、
吉
村
氏
と
知
事
と
市
長

を
入
れ
替
え
て
出
馬
す
る
方
針

を
表
明
し
た
。

　現
在
、
２
０
１
９
年
度
当
初

予
算
案
が
両
議
会
で
審
議
中
の

た
め
、
松
井
、
吉
村
両
氏
は
辞

職
の
日
付
を
両
議
会
閉
会
後
の

20
日
付
と
し
た
。

　７
日
に
開
か
れ
た
大
阪
都
構

想
の
制
度
案
を
議
論
す
る
法
定

協
議
会
で
、
住
民
投
票
の
実

施
時
期
を
め
ぐ
り
維
新
と
公

明
党
が
折
り
合
え
ず
、
決

裂
し
た
。
松
井
氏
は
党
会

合
後
の
記
者
会
見
で
「
知

事
選
、
市
長
選
、
府
議

選
、
市
議
選
の
四
つ
の
選

挙
で
都
構
想
の
支
持
を
得

た
い
」
と
ダ
ブ
ル
選
に
打

っ
て
出
る
理
由
を
説
明
し

た
。
府
市
両
議
会
で
の
単

独
過
半
数
獲
得
を
目
標
に
掲
げ

た
。　同

じ
役
職
で
当
選
す
れ
ば
、

知
事
、
市
長
と
も
こ
と
し
の
11

〜
12
月
に
任
期
満
了
と
な
り
、

再
び
選
挙
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
入
れ
替
わ
っ
て
当
選
す
れ

ば
任
期
は
４
年
間
に
な
る
た

め
、
松
井
氏
は
「
入
れ
替
わ
り

で
税
金
の
支
出
を
抑
え
ら
れ

る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
「
７

年
近
く
府
市
一
体
で
取
り
組
ん

で
き
た
。
知
事
、
市
長
が
替
わ

っ
て
も
取
り
組
ん
で
い
る
方
向

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
」
と
も

語
っ
た
。

　都
構
想
で
決
裂
し
た
公
明
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
全
面

対
決
に
な
っ
て
い
く
」
と
指

摘
。
維
新
が
こ
れ
ま
で
候
補
者

擁
立
を
見
送
っ
て
き
た
大
阪
の

４
選
挙
区
を
含
め
公
明
現
職
が

い
る
衆
院
小
選
挙
区
で
の
対
抗

馬
擁
立
に
踏
み
切
る
考
え
を
示

し
た
。

　知
事
と
市
長
の
辞
職
に
よ

り
、
知
事
選
は
21
日
、
市
長
選

は
24
日
に
告
示
さ
れ
る
。
投
開

票
は
府
議
・
市
議
選
と
同
じ
４

月
７
日
。

　

ト
は
、
既
に
好
景
気
の
ピ
ー
ク

で
あ
る
「
山
」
か
ら
「
谷
」
に

向
か
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
た
。

　景
気
の
山
や
谷
は
正
式
に

は
、
有
識
者
で
つ
く
る
「
景
気

動
向
指
数
研
究
会
」
が
１
年
程

度
先
ま
で
の
状
況
も
踏
ま
え
判

定
す
る
。

　１
月
の
一
致
指
数
で
は
、
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
出
荷
や
、
自

動
車
、
電
子
部
品
、
産
業
用
機

械
の
生
産
が
悪
化
し
た
。
数
カ

月
先
の
景
気
を
示
す
先
行
指
数

は
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
低
下
の

95
・
９
。

　中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
の
設
備

投
資
需
要
が
落
ち
込
み
、
日
本

の
中
小
企
業
の
売
り
上
げ
見
通

し
が
悪
化
し
た
。

　厚
生
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統

計
の
不
正
で
、
弁
護
士
ら
識
者

９
人
で
構
成
す
る
「
第
三
者
委

員
会
報
告
書
格
付
け
委
員
会
」

（
委
員
長
・
久
保
利
英
明
弁
護

士
）
は
８
日
、
問
題
を
検
証
し

た
特
別
監
察
委
員
会
の
報
告
書

に
つ
い
て
、
全
員
が
「
不
合

格
」
と
す
る
評
価
結
果
を
発
表

し
た
。
委
員
か
ら
は
「
最
低
最

悪
の
報
告
書
」
な
ど
、
厳
し
い

声
が
続
出
。
新
た
な
組
織
で
調

査
を
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
と

20
人
透
析
せ
ず
、複
数
死
亡
か

東
京
・
公
立
福
生
病
院  

終
末
期
以
外
に
も
選
択
提
示

　公
立
福
生
病
院
（
東
京
都
福

生
市
）
で
人
工
透
析
治
療
を
中

止
し
た
腎
臓
病
患
者
の
女
性
＝

当
時
（
44
）
＝
が
死
亡
し
た
問

題
で
、
病
院
が
２
０
１
３
年
４

月
か
ら
17
年
３
月
、
終
末
期
で

な
い
患
者
に
最
初
か
ら
透
析
治

療
を
し
な
い
「
非
導
入
」
の
選

択
肢
を
示
し
、
約
20
人
が
こ
れ

を
選
ん
で
い
た
こ
と
が
８
日
、

分
か
っ
た
。
都
は
複
数
の
人
が

透
析
治
療
を
受
け
ず
に
死
亡
し

た
と
み
て
、
カ
ル
テ
な
ど
を
詳

し
く
調
べ
る
。

　都
や
病
院
関
係
者
に
よ
る

と
、
福
生
病
院
の
腎
臓
病
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
患
者
が
腎

不
全
で
透
析
治
療
か
腎
臓
移
植

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
移
植

不
可
能
と
判
明
し
た
時
点
で

「
透
析
治
療
」
と
「
透
析
治
療

し
な
い
非
導
入
」
を
患
者
に
提

示
。
「
非
導
入
」
を
選
択
し
て

透
析
し
な
い
場
合
は
、
死
亡
す

る
こ
と
を
患
者
側
に
伝
え
て
い

た
。　同

セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
13

年
４
月
か
ら
の
４
年
間
に
受
診

し
た
１
４
９
人
の
う
ち
、
終
末

期
で
は
な
い
約
20
人
が
非
導
入

を
選
択
。
大
半
は
50
代
以
上
だ

っ
た
。

　日
本
透
析
医
学
会
の
提
言

は
、
透
析
の
見
合
わ
せ
を
検
討

す
る
状
況
を
、
患
者
の
全
身
状

態
が
極
め
て
不
良
な
場
合
と
、

透
析
実
施
が
患
者
の
生
命
を
著

し
く
損
な
う
危
険
性
が
高
い
場

合
に
限
っ
て
い
る
。

　一
方
、
こ
の
約
20
人
と
は
別

に
、
既
に
透
析
を
受
け
て
い
た

人
が
治
療
を
中
止
し
た
結
果
、

女
性
の
他
に
も
複
数
人
が
死
亡

し
て
い
た
と
の
情
報
が
あ
る
こ

と
も
判
明
し
た
。

　女
性
は
中
止
後
、
「
こ
ん
な

に
苦
し
い
の
な
ら
透
析
し
よ
う

か
な
」
と
、
治
療
再
開
を
希
望

し
た
と
も
取
れ
る
発
言
を
し
て

い
た
と
い
う
。
た
だ
そ
の
後
、

改
め
て
透
析
中
止
へ
の
固
い
意

志
を
示
し
た
と
の
情
報
も
あ

り
、
都
が
詳
し
い
経
緯
を
調
べ

て
い
る
。

　

　都
は
６
日
、
同
病
院
に
医
療

法
に
基
づ
く
立
ち
入
り
検
査
を

実
施
。
日
本
透
析
医
学
会
も
７

日
、
こ
の
問
題
の
調
査
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
治
療
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
た
か
な
ど

を
調
べ
る
。

Ｉ
Ｈ
Ｉ
、不
正
検
査
211
件

過
去
２
年  

旅
客
機
エ
ン
ジ
ン
整
備

　Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
８
日
、
民
間
航
空

機
の
エ
ン
ジ
ン
を
整
備
し
て
い

る
瑞
穂
工
場
（
東
京
都
瑞
穂

町
）
で
、
過
去
２
年
間
に
２
１

１
件
の
不
正
が
あ
っ
た
と
発
表

し
た
。
無
資
格
の
従
業
員
に
よ

る
検
査
が
大
半
で
、
有
資
格
者

の
印
鑑
を
使
っ
た
書
類
偽
装
が

行
わ
れ
て
い
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
は
異
な
る
手
順
の
整
備
や
、

作
業
日
の
虚
偽
記
載
も
見
つ
か

っ
た
。

　不
正
は
国
土
交
通
省
が
１

月
、
航
空
法
に
基
づ
き
行
っ
た

立
ち
入
り
検
査
で
判
明
。
Ｉ
Ｈ

Ｉ
は
こ
れ
を
受
け
て
社
内
調
査

に
着
手
し
、
中
間
報
告
を
公
表

し
た
。

　東
京
都
内
で
記
者
会
見
し
た

満
岡
次
郎
社
長
は
不
正
に
つ
い

て
「
長
年
培
っ
て
き
た
品
質
担

保
の
姿
勢
を
揺
る
が
し
か
ね
な

い
極
め
て
重
大
な
も
の
」
と
語

っ
た
上
で
陳
謝
。
経
営
責
任
に

関
し
て
は
「
再
発
防
止
の
徹
底

と
信
頼
回
復
が
最
優
先
課
題

だ
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

業
績
へ
の
影
響
は
確
認
中
と
い

う
。

　

　Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
、
過
去
２
年
分
の

国
交
省
認
定
の
航
空
機
エ
ン
ジ

ン
に
関
す
る
検
査
記
録
を
調

査
。
対
象
は
21
台
で
約
４
万
件

に
及
ぶ
記
録
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
計
２
１
１
件
で
不
正
が
見

つ
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
２
０
８

件
は
無
資
格
者
に
よ
る
検
査
と

書
類
偽
装
で
、
残
り
３
件
は
手

順
の
無
断
変
更
と
虚
偽
の
日
付

の
記
録
だ
っ
た
。

　Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
２
月
12
日
以
降
、

民
間
航
空
機
の
エ
ン
ジ
ン
整
備

事
業
の
検
査
を
停
止
。
再
開
の

見
通
し
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
受

注
し
た
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
は
他

社
に
振
り
向
け
る
な
ど
の
対
応

を
取
る
。

　こ
れ
ま
で
整
備
し
た

製
品
の
安
全
性
は
、
エ

ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
か
ら

「
問
題
な
い
」
と
の
見

解
を
得
て
い
る
と
い

う
。　同

社
は
２
０
０
４

年
、
今
回
と
同
じ
瑞
穂

工
場
で
エ
ン
ジ
ン
の

試
験
デ
ー
タ
改
ざ
ん
が

発
覚
し
、
国
交
省
か
ら

業
務
改
善
勧
告
を
受
け

た
。

指
摘
し
た
。

　東
京
都
内
の
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
で
記
者
会
見
し
た
久
保
利
氏

は
「
何
の
た
め
に
税
金
を
使
っ

て
調
査
し
た
の
か
、
さ
っ
ぱ
り

意
味
が
な
い
」
と
切
り
捨
て

た
。　監

察
委
の
報
告
書
は
、
不
正

を
意
図
的
に
隠
蔽
（
い
ん
ぺ

い
）
し
た
と
は
認
め
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
弁
護
士
ら

か
ら
は
「
結
論
あ
り
き
で
、
隠

蔽
の
定
義
を
あ
え
て
厳
格
な
も

の
と
し
た
」
と
、
厳
し
い
評
価

が
並
ん
だ
。

　

　第
三
者
委
員
会
と
し
て
の
中

立
性
に
つ
い
て
は
全
員
が
否
定

的
な
見
解
を
表
明
。
聞
き
取
り

中
心
の
調
査
手
法
も
「
客
観
的

な
証
拠
に
の
っ
と
っ
て
い
な

い
」
と
批
判
が
相
次
い
だ
。

　商
船
三
井
客
船
の
大
型
ク
ル

ー
ズ
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
（
２

万
２
４
７
２
ト
ン
）
が
昨
年
12

月
、
米
領
グ
ア
ム
の
港
で
米
海

軍
の
桟
橋
に
接
触
し
、
船
体
の

一
部
が
損
傷
し
た
事
故
で
、
国

土
交
通
省
は
８
日
、
海
上
運
送

法
に
基
づ
き
、
同
社
に
安
全
確

保
命
令
を
出
し
た
。
不
適
切
な

操
船
や
船
長
、
機
関
長
の
飲
酒

が
判
明
し
た
と
い
う
。

　国
交
省
に
よ
る
と
、
船
長
は

計
器
を
確
認
せ
ず
に
操
船
し
、

誤
っ
て
後
進
さ
せ
て
事
故
を
起

こ
し
た
。
船
長
と
機
関
長
は
商

船
三
井
客
船
の
社
内
規
定
に
反

し
て
当
直
の
２
〜
３
時
間
前
に

ハ
イ
ボ
ー
ル
や
ビ
ー
ル
を
飲

み
、
機
関
長
は
酒
気
帯
び
状
態

で
当
直
業
務
を
し
て
い
た
。

　同
省
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
の

実
施
や
再
発
防
止
策
の
報
告
を

命
じ
、
船
長
と
機
関
長
に
対
し

て
は
文
書
で
警
告
し
た
。

　商
船
三
井
客
船
の
山
口
直
彦

社
長
は
８
日
、
「
多
大
な
る
ご

迷
惑
、
ご
心
配
を
お
掛
け
し
た

こ
と
を
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ

る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し

た
。　同

社
な
ど
に
よ
る
と
、
事
故

は
現
地
時
間
の
昨
年
12
月
30
日

夜
に
発
生
。
グ
ア
ム
か
ら
サ
イ

パ
ン
に
向
け
出
港
す
る
際
、
桟

橋
に
接
触
し
て
船
尾
に
穴
が
開

い
た
り
、
亀
裂
が
で
き
た
り
し

た
。
乗
客
３
７
２
人
、
乗
員
２

５
２
人
に
け
が
は
な
か
っ
た
。

民
間
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の

整
備
不
正
で
記
者
会
見

し
、
謝
罪
す
る
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の

満
岡
次
郎
社
長
（
手
前
）

ら
＝
８
日
午
後
、
東
京
都

江
東
区

ダ
ブ
ル
選
に
関
し
て
、
記
者
会

見
す
る
大
阪
府
の
松
井
一
郎
知

事
（
左
）
と
大
阪
市
の
吉
村
洋

文
市
長
＝
８
日
午
後
、
大
阪
市

中
央
区

統
計
不
正
調
査
、新
組
織
で

監
察
委
報
告
は「
不
合
格
」

弁
護
士
ら

商
船
三
井
客
船
に

安
全
確
保
命
令国

交
省
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日
本
の
文
芸
作
品
を
世
界
に

紹
介
し
、
２
月
に
96
歳
で
亡
く

な
っ
た
日
本
文
学
研
究
者
の
ド

ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
。
養
子

で
浄
瑠
璃
三
味
線
奏
者
の
キ
ー

ン
誠
己
さ
ん
（
68
）
が
４
日
、

東
京
都
内
で
会
見
し
、
「
三
島

由
紀
夫
は
死
ぬ
べ
き
で
は
な
か

っ
た
」
な
ど
と
思
い
を
語
っ
て

い
た
晩
年
の
姿
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

誠
己
さ
ん
は
２
０
０
６
年
か

ら
キ
ー
ン
さ
ん
と
親
し
く
交
流

し
、
キ
ー
ン
さ
ん
が
日
本
国
籍

を
取
得
し
た
12
年
に
、
養
子
縁

組
し
た
。

　

常
日
ご
ろ
「
ユ
ー
モ
ア
の
中

に
真
実
を
ち
り
ば
め
て
、
日
本

の
文
学
作
品
や
作
家
へ
の
思
い

を
語
っ
て
い
た
」
キ
ー
ン
さ
ん

だ
が
、
体
調
を
崩
し
が
ち
と
な

っ
た
一
昨
年
夏
以
降
、
１
９
６

８
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受

賞
し
た
川
端
康
成
や
、
そ
の
２

年
後
自
決
し
た
三
島
由
紀
夫
を

話
題
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
。

三
島
に
関
す
る
取
材
依
頼
を
受

け
た
昨
年
に
は
「
三
島
は
死
ぬ

べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
生
き
返

っ
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
る
な
ら

（
応
じ
る
）
」
と
冗
談
め
か
し

て
話
し
た
と
い
う
。

　

キ
ー
ン
さ
ん
は
当
時
、
同
賞

の
選
考
委
員
会
か
ら
日
本
人
候

補
に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ

た
一
人
。

　

三
島
を
「
現
代
最
高
の
作

家
」
と
位
置
付
け
つ
つ
、
年
功

序
列
的
な
日
本
の
慣
習
を
踏
ま

え
、
谷
崎
潤
一
郎
（
直
後
に
死

去
）
を
筆
頭
に
川
端
、
三
島
の

順
で
推
薦
し
た
こ
と
を
後
に
証

言
し
て
い
る
。

　

元
気
だ
っ
た
頃
、
キ
ー
ン
さ

ん
は
「
日
本
で
古
典
が
読
ま
れ

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
古
典

芸
能
が
廃
れ
て
い
る
こ
と
を

『
残
念
だ
』
と
繰
り
返
し
語
っ

て
い
た
」
と
い
う
。
「
日
本
人

と
は
何
か
、
日
本
文
化
と
は
何

か
と
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
考

え
て
い
た
」
。

　

こ
と
し
２
月
に
誤
嚥
（
ご
え

ん
）
性
肺
炎
で
緊
急
入
院
し
、

24
日
早
朝
に
誠
己
さ
ん
が
最
期

を
み
と
っ
た
。
昨
秋
か
ら
徐
々

に
執
筆
や
読
書
が
難
し
く
な

り
、
「
最
後
に
残
っ
た
の
は
音

楽
。
亡
く
な
る
前
日
も
マ
リ

ア
・
カ
ラ
ス
を
聴
き
、
見
舞
客

に
も
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
」
と

振
り
返
り
、
「
日
本
人
以
上
に

日
本
を
楽
し
ん
で
喜
ん
で
い

た
。
幸
せ
な
一
生
だ
っ
た
と
思

う
」
と
語
っ
た
。

　

キ
ー
ン
さ
ん
が
晩
年
も
三
島

へ
の
思
い
を
口
に
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
、
三
島
由
紀
夫
文

学
館
の
佐
藤
秀
明
館
長
は
、

「
平
和
を
愛
す
る
キ
ー
ン
さ
ん

と
、
軍
事
的
傾
向
を
帯
び
て
ゆ

　

日
本
犬
の
専
門
誌
作
り
に
注

力
し
た
編
集
者
の
奮
闘
を
通
し

て
ペ
ッ
ト
事
情
を
振
り
返
る
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
「
平
成
犬
バ

カ
編
集
部
」
（
集
英
社
）
が
刊

行
さ
れ
た
。
著
者
の
片
野
ゆ
か

さ
ん
は
「
こ
の
30
年
間
で
一
番

大
き
な
変
化
は
、
愛
犬
が
家
族

の
一
員
に
な
っ
た
こ
と
」
と
語

る
。

　

日
本
犬
の
雑
誌
「
Ｓ
ｈ
ｉ
―

Ｂ
ａ
（
シ
ー
バ
）
」
を
２
０
０

１
年
に
創
刊
し
た
井
上
祐
彦
編

集
長
は
、
自
分
の
愛
犬
に
服
を

着
せ
て
撮
影
し
た
り
、
高
齢
犬

の
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
特

集
を
組
ん
だ
り
と
、
型
破
り
な

企
画
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
人

「
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
に
な
っ
た
」

片
野
ゆ
か
さ
ん  「
平
成
犬
バ
カ
編
集
部
」

気
雑
誌
に
育
て
上
げ
た
人
物

だ
。

　

片
野
さ
ん
は
「
こ
の
雑
誌
は

出
版
不
況
の
中
で
１
０
０
号
を

超
え
、
20
年
近
く
続
い
て
い

る
。
根
強
い
支
持
を
得
た
の

は
、
編
集
者
自
身
が
犬
の
飼
い

主
で
あ
り
、
読
者
の
立
場
に
立

っ
て
楽
し
ん
で
誌
面
作
り
を
し

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話

す
。

　

平
成
の
30
年
間
で
、
犬
猫
を

収
容
す
る
保
健
所
、
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
か
つ
て
は
殺
処
分
の

み
だ
っ
た
も
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
連
携
し
て
保
護
、
譲
渡

に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特

に
東
日
本
大
震
災
で
飼
い
主
を

亡
く
し
た
り
、
置
き
去
り
に
さ

れ
た
り
し
た
ペ
ッ
ト
の
問
題
を

機
に
保
護
犬
猫
へ
の
関
心
が
非

常
に
高
ま
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
室
内
飼
い
が
増
え
、
愛
犬

と
一
緒
に
旅
を
楽
し
む
人
が
出

て
き
た
。
飼
育
が
可
能
な
住
宅

も
増
え
、
ペ
ッ
ト
保
険
が
販
売

さ
れ
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
に

も
劇
的
な
変
化
が
あ
っ
た
。

　

「
犬
猫
は
底
辺
で
は
あ
り
ま

す
が
、
よ
う
や
く
社
会
の
一
員

に
加
わ
っ
た
。
ペ
ッ
ト
は
家
族

と
し
て
扱
わ
れ
、
飼
い
主
が
気

兼
ね
な
く
愛
犬
、
愛
猫
の
自
慢

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
片
野
さ
ん
。
自
身
も
子
供
の

頃
か
ら
犬
と
親
し
み
、
今
は
保

護
犬
の
「
マ
ド
ち
ゃ
ん
」
と
暮

ら
す
。

　

犬
を
は
じ
め
動
物
と
人
と
の

関
係
を
見
詰
め
た
作
品
を
数
多

く
執
筆
し
て
き
た
が
、
「
動
物

を
通
し
て
世
の
中
を
見
る
と
、

社
会
の
価
値
観
、
倫
理
観
、
宗

教
観
な
ど
が
リ
ア
ル
に
見
え
て

き
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

「
東
日
本
大
震
災
を
境
に
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
す
る
重
要
性
が
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
平
成
の
大
き
な
変
化
の
一
つ
」
と
指
摘
す
る
片

野
ゆ
か
さ
ん
＝
東
京
都
中
央
区
の
時
事
通
信
社

　

考
古
学
か
ら
日
本
の
社
会
の

成
り
立
ち
を
考
察
し
た
小
論

集
。
京
都
大
、
大
阪
大
で
教
壇

に
立
っ
た
考
古
学
者
で
あ
る
著

者
が
主
に
若
い
人
々
に
向
け
、

歴
史
研
究
の
魅
力
を
語
り
掛
け

て
い
る
。

　

収
載
さ
れ
た
文
章
は
新
聞
の

コ
ラ
ム
の
ほ
か
、
歴
史
専
門
誌

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
も
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
平
易
な
言
葉
で

記
さ
れ
、
実
に
分
か
り
や
す

い
。
特
に
後
半
の
「
ク
ニ
の
は

じ
ま
り
」
で
は
、
古
墳
の
形
式

の
変
遷
を
通
し
て
４
〜
６
世
紀

の
政
治
権
力
の
推
移
を
眼
前
で

見
る
よ
う
に
解
説
し
て
く
れ

る
。

　

（
大
阪
大
学
出
版
会
・
１
８

３
６
円
）

　

著
者
は
絵
画
や
彫
刻
、
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

表
現
に
取
り
組
む
ド
イ
ツ
在
住

の
美
術
家
。
津
市
の
海
沿
い
で

育
っ
た
幼
少
期
か
ら
、
ス
ペ
イ

ン
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
に
暮
ら

し
た
足
跡
を
た
ど
っ
た
初
の
自

伝
的
回
想
録
だ
。

　

人
生
の
折
々
の
「
時
代
」
を

反
映
し
て
生
ま
れ
た
、
子
ど
も

や
動
物
、
植
物
と
い
っ
た
モ
チ

ー
フ
。
そ
れ
ら
が
「
国
境
を
越

え
、
原
風
景
を
作
り
だ
す
。
そ

し
て
宇
宙
に
向
け
て
光
を
放
っ

て
ほ
し
い
」
。
自
己
と
向
き
合

い
、
解
き
放
つ
芸
術
。
し
な
や

か
な
生
き
方
に
視
座
が
開
か
れ

る
。

　

（
平
凡
社
・
２
３
７
６
円
）

　

昨
年
、
本
格
ミ
ス
テ
リ
大
賞

を
受
賞
し
た
「
屍
人
荘
の
殺

人
」
の
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
。
謎

の
研
究
組
織
「
斑
目
機
関
」
に

つ
い
て
調
べ
る
葉
村
譲
と
剣
崎

比
留
子
は
、
か
つ
て
超
能
力
研

究
が
行
わ
れ
て
い
た
「
魔
眼
の

匣
（
は
こ
）
」
と
呼
ば
れ
る
施

設
で
高
齢
の
サ
キ
ミ
と
会
う
。

彼
女
は
居
合
わ
せ
た
９
人
に

「
あ
と
２
日
の
う
ち
に
、
４
人

死
ぬ
」
と
不
吉
な
予
言
を
告
げ

…
…
。

　

外
界
と
遮
断
さ
れ
た
土
地
、

癖
の
あ
る
登
場
人
物
な
ど
〝
鉄

板
〞
の
要
素
を
盛
り
込
み
、
予

想
外
の
ラ
ス
ト
ま
で
一
気
に
読

者
を
導
く
。

　

（
東
京
創
元
社
・
１
８
３
６

円
）

　

現
代
人
は
老
後
の
人
生
に
ど

ん
な
心
構
え
で
臨
む
べ
き
か
。

こ
れ
か
ら
「
新
老
人
」
と
な
る

定
年
前
後
の
世
代
に
向
け
、
芥

川
賞
作
家
で
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
「
暴
走
老
人
！
」
の
著
者
に

よ
る
充
実
し
た
「
第
二
の
人

生
」
へ
の
手
引
き
書
。

　

超
高
齢
化
社
会
の
中
、
生
き

が
い
を
見
失
う
こ
と
へ
の
不
安

は
募
る
。
い
か
に
孤
独
と
向
き

合
い
、
前
進
す
る
か
の
手
掛
か

り
が
参
考
に
な
る
。
自
分
を
理

解
す
る
た
め
の
「
リ
ボ
ー
ン
・

ノ
ー
ト
」
を
書
き
、
人
生
を

「
初
期
化
」
す
る
提
案
も
。

「
苦
味
」
は
あ
る
が
読
後
感
は

爽
や
か
だ
。

　

（
文
芸
春
秋
・
１
２
９
６

円
）

　

タ
イ
ト
ル
通
り
、
願
い
を
か

な
え
る
た
め
の
神
社
で
の
「
祈

り
方
」
を
説
い
た
一
冊
。
著
者

は
１
９
７
１
年
生
ま
れ
。
会
社

経
営
に
携
わ
り
つ
つ
、
40
歳
で

一
念
発
起
し
て
国
学
院
大
に
入

学
し
、
神
道
文
化
学
部
に
４
年

間
通
っ
た
。
神
職
養
成
機
関
で

取
得
で
き
る
最
高
階
位
「
明

階
」
を
授
与
さ
れ
た
経
歴
の
持

ち
主
だ
。

　

神
社
境
内
の
施
設
の
配
置
、

お
参
り
に
適
し
た
「
ド
レ
ス
コ

ー
ド
」
、
鳥
居
の
く
ぐ
り
方
、

さ
い
銭
箱
の
前
で
の
心
得
、
祈

願
の
申
し
込
み
方
法
な
ど
を
解

ど
も
伝
え
る
。

　

文
章
は
短
文
で
、
一
文
ご
と

に
改
行
さ
れ
て
お
り
、
滑
ら
か

に
読
み
進
め
ら
れ
る
。
「
清
浄

な
願
い
」
と
「
不
浄
な
願
い
」

の
違
い
が
、
神
社
参
り
の
基
本

理
念
と
し
て
語
ら
れ
る
の
は
最

終
盤
。

　

教
科
書
通
り
の
配
置
で
は
な

い
が
、
そ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
た

各
論
の
真
意
が
、
こ
こ
に
き
て

ス
ト
ン
と
ふ
に
落
ち
る
構
成
の

妙
を
感
じ
さ
せ
る
。

（
コ
ボ
ル
・
１
６
２
０
円
）

滑
ら
か
に
読
め
る
心
得
や
作
法

「
祈
り
方
が
９
割
」
　神
社
参
り
入
門

説
。
「
古
事
記
」
や
「
日
本
書

紀
」
に
書
か
れ
た
神
話
の
基
礎

知
識
、
神
社
の
起
源
や
歴
史
な

　

か
つ
て
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
Ｃ

Ｍ
に
「
や
め
ら
れ
な
い
、
止
ま

ら
な
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
が
あ
っ
た
。
純
粋
に
食
品

の
お
い
し
さ
を
打
ち
出
し
た
も

の
だ
ろ
う
が
、
「
お
菓
子
中

毒
」
の
か
ら
く
り
を
説
い
た
本

書
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
何

や
ら
不
穏
な
響
き
を
帯
び
て
く

る
。

　

ケ
ー
キ
や
ド
ー
ナ
ツ
、
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
世
に
あ
ふ
れ

る
お
菓
子
に
は
白
砂
糖
や
人
工

甘
味
料
、
グ
ル
テ
ン
の
多
い
小

麦
、
食
塩
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

い
ず
れ
も
中
毒
性
を
も
た
ら
す

精
製
度
の
高
い
材
料
。
医
学
博

士
の
著
者
は
、
そ
う
し
た
お
菓

子
を
「
超
加
工
食
品
」
と
し
、

食
べ
る
の
を
や
め
ら
れ
な
い
の

は
「
意
志
が
強
い
か
、
弱
い
か

の
問
題
で
は
な
く
、
お
菓
子
の

中
毒
に
む
し
ば
ま
れ
て
い
る
た

め
」
と
断
言
す
る
。

　

解
決
法
は
「
す
っ
ぱ
り
絶

つ
」
こ
と
に
尽
き
る
よ
う
だ

が
、
「
中
毒
」
に
陥
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
危
険
性
に
加
え
、
「
脳

の
活
性
化
」
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
効

果
」
な
ど
脱
「
中
毒
」
の
利
点

が
述
べ
ら
れ
、
食
生
活
を
改
善

す
る
よ
う
に
背
中
を
押
し
て
く

れ
る
。

（
祥
伝
社
・
１
５
１
２
円
）

く
三
島
が
最
後
ま
で
良
好
な
関

係
を
築
い
て
い
た
こ
と
は
驚
き

で
あ
り
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
。

文
学
的
な
結
び
つ
き
の
強
さ
ゆ

え
だ
ろ
う
」
と
し
、
「
三
島
作

品
に
限
ら
ず
、
古
典
か
ら
近
代

ま
で
日
本
人
が
見
落
と
し
て
い

た
傑
作
を
見
い
だ
し
て
く
れ

た
」
と
キ
ー
ン
さ
ん
の
功
績
を

た
た
え
た
。

日本国籍を取得し、漢字名を笑顔で披露する
ドナルド・キーンさん。後ろは誠己さん＝
2012年３月、東京・北区役所

「三島は死ぬべきでなかった」
ドナルド・キーンさん  日本文学への思い、最後まで

「
意
志
」の
問
題
で
は
な
い

「
お
菓
子
中
毒
」を
抜
け
出
す

「
古
墳
時
代
に
魅
せ
ら
れ
て
」

都
出
比
呂
志
著

「
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
わ
た
し
」

イ
ケ
ム
ラ
レ
イ
コ
著

「
魔
眼
の
匣
の
殺
人
」

今
村
昌
弘
著

「
暴
走
老
人
か
ら
幸
福
老
人
へ
」

藤
原
智
美
著



指
す
。

　計
画
案
は
、
依
存
症
対
策
基

本
法
に
基
づ
き
策
定
。
６
日
に

事
業
者
ら
で
構
成
す
る
関
係
者

会
議
に
示
し
た
。
競
馬
や
競

輪
、
競
艇
な
ど
の
公
営
競
技
や

パ
チ
ン
コ
を
対
象
と
し
て
お

り
、
３
年
ご
と
に

見
直
す
。

　同
案
で
は
、
本

人
や
家
族
か
ら
申
告
が
あ
っ
た

場
合
の
入
場
制
限
に
つ
い
て
、

よ
り
効
率
的
に
本
人
を
特
定
す

る
た
め
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
導
入
を
検
討
す
る
よ
う
事

業
者
に
求
め
た
。
パ
チ
ン
コ
店

で
は
、
本
人
の
同
意
が
な
く
て

も
家
族
か
ら
の
申
告
に
基
づ
く

入
店
制
限
を
２
０
１
９
年
度
中

に
導
入
す
る
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
馬
券

や
舟
券
の
購
入
で
は
、
本
人
が

購
入
の
限
度
額
を
設
定
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
20
年
度
に
導
入
す

る
こ
と
を
目
指
す
。
広
告
・
宣

伝
が
射
幸
心
を
あ
お
る
も
の
に

な
ら
な
い
よ
う
、
事
業
者
や
業

界
に
新
た
な
指
針
策
定
も
求
め

た
。　厚

生
労
働
省
は
20
年
度
を
め

ど
に
全
都
道
府
県
・
政
令
指
定

都
市
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
の
相

談
拠
点
を
整
備
。
20
度
に
多
重

債
務
、
貧
困
、
虐
待
、
自
殺
、

犯
罪
を
含
む
依
存
症
問
題
の
実

態
調
査
を
実
施
す
る
。
児
童
虐

待
で
は
19
年
度
以
降
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
が
及
ぼ
す
影
響
を
継

続
的
に
調
査
す
る
。

　計
画
案
は
、
文
部
科
学
省
に

学
校
教
育
に
お
け
る
依
存
症
に

関
す
る
指
導
の
充
実
も
求
め

た
。
警
察
庁
が
都
道
府
県
警
察

に
対
し
、
違
法
な
ギ
ャ
ン
ブ
ル

の
取
り
締
ま
り
指
示
を
徹
底
す

る
。

暮らし2019年（平成31年）３月11日（月曜日） 6（記事・写真は時事）

　残
業
時
間
の
上
限
な
ど
を
定

め
た
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施

行
を
４
月
に
控
え
、
労
働
環
境

が
問
わ
れ
る
中
、
独
自
の
視
点

か
ら
改
善
に
取
り
組
む
企
業
も

あ
る
。
転
職
情
報
サ
イ
ト
「
リ

ク
ナ
ビ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
が
先
進
事

例
を
表
彰
す
る
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
ア
ワ
ー
ド
」
の

２
０
１
８
年
度
の
受
賞
企
業
か

ら
２
社
を
紹
介
す
る
。

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な

ど
を
開
発
す
る
「
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｏ
」

（
東
京
都
台
東
区
）
。
オ
フ
ィ

ス
を
訪
ね
る
と
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
１
人
席
や
長
机
に
座

っ
て
作
業
す
る
社
員
の
姿
が
あ

っ
た
。
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を

目
指
し
、
管
理
職
が
部
下
を
監

督
す
る
よ
う
な
席
の
配
置
と
は

異
な
る
も
の
に
し
た
と
い
う
。

　給
与
に
関
わ
る
評
定
作
業
は

社
員
が
自
ら
評
定
者
を
選
ん
で

判
定
し
て
も
ら
う
仕
組
み
で
、

カ
ギ
は
自
立
的
に
働
け
る
仕
組
み

労
働
環
境
改
善
に
取
り
組
む
企
業

事
業
ご
と
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

は
そ
の
都
度
選
ぶ
。
社
内
サ
イ

ト
で
業
務
の
進
行
状
況
や
業

績
、
各
社
員
の
労
働
時
間
も
公

開
し
て
情
報
格
差
を
な
く
す
工

夫
も
。

　代
表
取
締
役
の
中
村
圭
志
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
良
く
な
り
、
個
人
の
判
断
力

も
向
上
し
た
。
有
給
休
暇
は
９

日
連
続
で
１
万
円
、
16
日
連
続

で
２
万
円
支
給
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
施
策
も
導
入
。
「
仕
事
の

質
を
上
げ
る
工
夫
」
を
重
視
す

る
。　ス

ー
ツ
販
売
な
ど
の
「
は
る

や
ま
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」

（
岡
山
市
）
は
退
職
者
の
声
を

踏
ま
え
て
改
善
策
を
実
施
し
、

16
年
度
に
10
・
２
％
だ
っ
た
離

職
率
を
１
年
で
８
・
８
％
ま
で

低
下
さ
せ
た
。
改
善
策
の
一
つ

が
働
く
地
域
を
選
べ
る
制
度
。

本
人
に
４
都
道
府
県
を
選
ば

せ
、
そ
こ
か
ら
勤
務
地
を
決
め

る
仕
組
み
に
し
た
と
こ
ろ
、
転

勤
を
理
由
に
退
職
す
る
社
員
は

激
減
し
た
と
い
う
。

　管
理
職
へ
の
昇
進
を
望
ま
ず

販
売
を
続
け
た
い
と
す
る
社
員

の
た
め
、
業
績
次
第
で
は
現
場

に
い
な
が
ら
管
理
職
と
同
じ
待

遇
と
な
る
制
度
も
設
け
た
。
管

理
本
部
の
竹
内
愛
二
朗
さ
ん
は

「
今
後
は
退
職
者
だ
け
で
な
く

現
役
の
声
も
大
切
に
し
、
皆
が

㊤
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
社
員
は
固
定
さ
れ
た
席
を
持
た

ず
、
空
い
て
い
る
席
で
自
由
に
作
業
で
き
る
＝
東

京
都
台
東
区
㊨
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
社
内
サ
イ
ト
（
左

上
）
で
は
業
務
の
進
捗
な
ど
を
全
社
員
で
共
有
で

き
る

　流
通
、
飲
食
業
界
で
24
時
間

営
業
の
見
直
し
を
探
る
動
き
が

広
が
っ
て
き
た
。
近
年
の
深
刻

な
人
手
不
足
や
深
夜
の
客
数
減

が
響
き
、
年
中
無
休
の
終
日
営

業
が
難
し
い
店
が
増
え
て
い

る
。
ほ
ぼ
全
店
で
24
時
間
営
業

を
行
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
大
手
も
重
い
腰
を
上
げ
、

「
例
外
」
の
拡
大
を
検
討
し
始

め
た
。

　コ
ン
ビ
ニ
最
大
手
セ
ブ
ン
―

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
３
月

中
旬
以
降
、
10
の
直
営
店
や
一

部
の
加
盟
店
で
営
業
時
間
を
短

縮
す
る
実
験
に
乗
り
出
す
。

　セ
ブ
ン
で
は
深
夜
に
閉
ま
る

ビ
ル
内
な
ど
を
除
く
約
96
％
の

店
が
24
時
間
営
業
。
短
縮
を
求

め
る
声
は
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た

が
、
事
情
次
第
で
一
部
を
容
認

し
て
き
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

や
ロ
ー
ソ
ン
と
異
な
り
、
収
益

減
な
ど
を
理
由
に
か
た
く
な
に

拒
ん
で
き
た
経
緯
が
あ
る
。
２

月
に
大
阪
府
の
加
盟
店
が
本
部

の
制
止
を
聞
か
ず
深
夜
営
業
を

中
止
し
た
問
題
も
、
こ
う
し
た

セ
ブ
ン
の
硬
直
的
な
姿
勢
が
招

い
た
と
指
摘
す
る
声
は
多
い
。

　セ
ブ
ン
は
数
カ
月
間
、
深
夜

営
業
の
中
止
に
よ
る
売
り
上
げ

や
客
数
、
物
流
へ
の
影
響
を
分

析
。
「
24
時
間
営
業
の
原
則
は

変
え
な
い
」
（
幹
部
）
方
針
だ

が
、
実
験
結
果
を
検
証
し
た
上

で
、
店
舗
ご
と
の
事
情
に
応
じ

て
一
部
は
短
縮
営
業
を
認
め
る

こ
と
も
検
討
す
る
。

　コ
ン
ビ
ニ
に
対
抗
し
て
24
時

間
化
を
進
め
た
ス
ー
パ
ー
に
も

見
直
し
の
動
き
が
あ
る
。
イ
オ

ン
子
会
社
の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

西
日
本
（
広
島
市
）
は
全
１
８

２
店
舗
の
う
ち
25
店
舗
で
24
時

間
営
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

「
24
時
間
営
業
」に
見
直
し
機
運

流
通
や
飲
食
、人
手
不
足
が
影
響

月
21
日
に
取
り
や
め
る
。

　飲
食
業
界
で
は
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
２
０
１
７

年
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ス
ト
」
の
終
日

営
業
を
廃
止
し
た
。
広
報
担
当

者
は
「
混
み
合
う
時
間
に
店
長

や
料
理
長
が
勤
務
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
教
育
に
も

目
が
行
き
届
く
よ
う
に
な
っ

た
」
と
利
点
を
強
調
す
る
。

　「
ガ
ス
ト
」
な
ど
を
展
開
す

る
す
か
い
ら
ー
く
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
24
時
間
の
店
を
縮

小
。
ピ
ー
ク
時
の
09
年
末
に
は

約
７
３
０
店
だ
っ
た
が
、
18
年

末
で
約
２
３
０
店
ま
で
減
っ

た
。

　

　政
府
は
７
日
、
カ
ジ
ノ
実
現

を
に
ら
ん
だ
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
対
策
の
基
本
計
画
案
を
発
表

し
た
。
競
馬
や
パ
チ
ン
コ
で

は
、
依
存
症
患
者
ら
の
入
場
制

限
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
事

業
者
や
業
界
に
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
の
活
用
を
検
討
す
る
よ
う
求

め
た
。
競
馬
場
や
パ
チ
ン
コ
店

に
設
置
さ
れ
て
い
る
現
金
自
動

預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
撤
去
も

盛
り
込
ん
だ
。
政
府
は
、
関
係

者
の
意
見
や
意
見
公
募
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
踏
ま
え

て
、
４
月
中
の
閣
議
決
定
を
目

２
０
２
０
年
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
導
入
さ
れ
る
顔

認
証
シ
ス
テ
ム
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
＝
２
０
１
８
年
８

月
７
日
、
東
京
都
千

代
田
区

顔
認
証
で
入
場
規
制

政
府
計
画
案  

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
対
策

成
長
で
き
る
職
場
に
し
た
い
」

と
強
調
。
会
社
へ
の
要
望
を
社

内
サ
イ
ト
に
書
き
込
ん
で
共
有

す
る
「
目
安
箱
」
も
始
め
た
。

　同
ア
ワ
ー
ド
の
審
査
員
を
務

め
た
学
習
院
大
学
経
済
学
部
の

守
島
基
博
教
授
は
「
ど
の
受
賞

企
業
を
見
て
も
、
個
を
大
切
に

す
る
取
り
組
み
が
い
か
に
重
要

か
が
分
か
る
。
企
業
の
働
き
が

い
改
革
は
働
き
手
の
“
自
立
”

改
革
が
要
だ
。
自
分
で
業
務
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
お

の
ず
と
残
業
削
減
な
ど
も
進
む

は
ず
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

　ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
共
同
出
資
会
社
、
モ

ネ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
東

京
）
は
６
日
、
愛
知
県
豊
田
市

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

予
約
が
で
き
る
乗
り
合
い
車
両

を
報
道
陣
に
公
開
し
た
。
地
域

社
会
の
高
齢
化
に
伴
い
、
必
要

な
時
に
車
両
を
呼
び
出
し
て
利

用
す
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
の
実
証
実
験
向
け
。
タ
ッ
チ

操
作
画
面
を
備
え
た
音
声
対
話

型
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
搭
載
の

ス
ピ
ー
カ
ー
端
末
な
ど
も
導
入

し
、
豊
田
市
と
共
同
で
使
い
勝

手
や
効
率
的
な
車
両
運
行
に
つ

い
て
検
証
す
る
。

　実
証
実
験
は
人
口
約
３
６
０

０
人
の
同
市
小
原
地
区
で
２
０

ス
マ
ホ
予
約
、音
声
対
話
の
車
両
公
開

ソ
フ
ト・ト
ヨ
タ  

地
域
の
高
齢
化
に
対
応

０
９
年
か
ら
運
行
す
る
、
電
話

予
約
の
乗
り
合
い
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
。
車
両
は
ト
ヨ
タ
の
プ
リ

ウ
ス
を
使
い
、
利
用
者
は
新
た

に
モ
ネ
社
の
ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ

の
画
面
上
に
表
示
さ
れ
る
１
６

５
の
停
留
所
か
ら
乗
降
す
る
場

所
を
選
び
、
乗
車
日
時
、
人
数

を
入
力
す
る
と
予
約
が
完
了
す

る
仕
組
み
。

　

　モ
ネ
社
は
次
世
代
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
向
け
、
２
月
に

全
国
17
自
治
体
と
提
携
し
、
豊

田
市
で
の
実
験
が
第
１
弾
。
実

験
を
通
じ
て
走
行
デ
ー
タ
な
ど

を
収
集
・
分
析
し
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
向
け
た
課
題
を
洗
い
出

す
。
宮
川
潤
一
社
長
は
「
あ
ら

ゆ
る
基
礎
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、

最
終
目
標
で
あ
る
自
動
運
転
サ

ー
ビ
ス
の
実
現
へ
素
地
を
つ
く

り
た
い
」
と
話
し
た
。

　自
民
党
の
議
員
連
盟
の
会
合

で
７
日
、
厚
生
労
働
省
の
担
当

課
長
が
最
低
賃
金
に
関
し
「
外

国
人
受
け
入
れ
の
14
分
野
に
つ

い
て
、
産
業
別
に
つ
く
る
の
も

一
つ
の
考
え
方
だ
」
と
発
言
し

た
こ
と
が
波
紋
を
広
げ
て
い

る
。
発
言
を
受
け
、
業
種
ご
と

に
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
を
検

討
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
厚
労
省

は
「
あ
く
ま
で
課
長
の
個
人
的

な
考
え
を
述
べ
た
も
の
で
、
検

討
し
て
い
る
事
実
は
な
い
」
と

打
ち
消
し
に
必
死
だ
。

　菅
義
偉
官
房
長
官
も
同
日
午

後
の
記
者
会
見
で
「
現
時
点
に

お
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
」

と
否
定
し
た
。

　厚
労
省
に
よ
る
と
、
会
合
で

は
出
席
し
た
議
員
が
、
外
国
人

の
受
け
入
れ
を
拡
大
し
て
も
大

都
市
と
賃
金
格
差
が
あ
る
た

め
、
地
方
へ
の
浸
透
は
難
し
い

と
の
問
題
を
提
起
し
た
。

　こ
れ
を
受
け
て
、
課
長
は

「
頭
の
体
操
」
「
ま
だ
検
討
段

階
」
と
前
置
き
し
た
上
で
発
言

し
た
と
い
う
。

　現
在
の
都
道

府
県
別
の
最
低
賃
金
（
時
給
）

は
、
最
高
の
東
京
が
９
８
５

円
、
最
低
の
鹿
児
島
が
７
６
１

円
。
７
０
０
円
台
は
19
県
あ

る
。
関
係
業
界
の
労
使
か
ら
申

し
出
が
あ
れ
ば
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
の
議
論
を
経
て
、
業

種
別
に
全
国
一
律
の
最
低
賃
金

を
設
け
る
こ
と
は
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。

　た
だ
、
業
種
別
の
最
低
賃
金

は
、
実
質
的
に
最
も
高
い
東
京

を
上
回
る
水
準
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は

現
在
の
水
準
か
ら
２
０
０
円
以

上
、
大
幅
か
つ
急
激
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

雇
用
の
減
少
や
企
業
の
倒
産
を

誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

外
国
人
材
で
業
種
別

最
賃
、「
全
国
一
律
」で
波
紋

厚
労
省
、一
転
否
定

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
共

同
出
資
会
社
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
で
予
約
で
き
る
乗
り
合
い
車
両

＝
６
日
午
後
、
愛
知
県
豊
田
市
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　米
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
大
手

「
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
」
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
「
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ａ
／

ロ
ー
マ
」
（
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・

キ
ュ
ア
ロ
ン
監
督
）
が
第
91
回

米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
外
国
語
映

画
賞
、
監
督
賞
、
撮
影
賞
の
３

冠
に
輝
い
た
。
同
作
は
最
優
秀

作
品
賞
や
主
演
女
優
賞
を
含
む

最
多
10
部
門
で
候
補
と
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
作
品
の

勢
い
を
印
象
付
け
た
。

　「
歴
史
的
に
背
景
に
追
い
や

ら
れ
て
き
た
先
住
民
の
女
性
を

中
心
に
据
え
た
映
画
を
認
め
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
。
キ
ュ

ア
ロ
ン
監
督
は
授
賞
式
の
ス
ピ

ー
チ
で
、
自
身
の
子
ど
も
の
頃

の
記
憶
に
基
づ
く
作
品
へ
の
思

い
入
れ
を
語
っ
た
。

ネットフリックス映画が席巻
米アカデミー賞   「ローマ」が３冠

　「
ロ
ー
マ
」
は
１
９
７
０
年

代
の
混
乱
し
た
メ
キ
シ
コ
社
会

を
舞
台
に
、
中
流
家
庭
と
先
住

民
の
若
い
家
政
婦
が
織
り
成
す

人
間
模
様
を
描
い
た
。
映
像
は

モ
ノ
ク
ロ
で
、
セ
リ
フ
は
ス
ペ

イ
ン
語
と
先
住
民
の
言
語
。
著

名
な
俳
優
は
出
演
せ
ず
、
主
演

女
優
ヤ
リ
ッ
ツ
ァ
・
ア
パ
リ
シ

オ
は
演
技
経
験
す
ら
な
か
っ

た
。　異

例
の
作
品
を
映
画
化
し
た

の
は
、
映
像
作
品
の
ネ
ッ
ト
配

信
で
急
成
長
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

フ
リ
ッ
ク
ス
。
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
を
楽

し
め
る
利
便
性
が
受
け
、
世
界

１
９
０
カ
国
以
上
で
約
１
億
４

千
万
人
の
有
料
会
員
を
抱
え

る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
は
、

「
ピ
リ
オ
ド
―
羽
ば
た
く
女
性

た
ち
―
」
も
短
編
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
賞
を
獲
得
。
近
年
は
既

存
作
品
の
配
信
に
と
ど
ま
ら

ず
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
製
作

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
「
ロ
ー

マ
」
は
昨
年
の
ベ
ネ
チ
ア
国
際

映
画
祭
で
は
最
高
賞
の
金
獅
子

賞
を
受
け
て
お
り
、
映
画
界
の

権
威
あ
る
賞
を
席
巻
し
た
宣
伝

効
果
は
大
き
い
。

　一
方
で
、
劇
場
公
開
の
実
績

が
ほ
と
ん
ど
な
い
作
品
を
認

め
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
風

潮
も
映
画
界
で
は
根

強
い
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド

の
巨
匠
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ

監
督
は
「
映
画
製
作

者
に
で
き
る
最
大
の

貢
献
は
、
観
客
に
劇

場
で
の
映
画
体
験
を

提
供
す
る
こ
と
」
と

主
張
す
る
。
ネ
ッ
ト

配
信
の
影
響
力
拡
大

と
と
も
に
既
存
産
業

と
あ
つ
れ
き
が
生
じ

る
場
面
も
増
え
そ
う

だ
。

米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
監
督
賞
に
輝
き
、
ス
ピ
ー
チ
す
る
「
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ａ
／
ロ
ー

マ
」
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
キ
ュ
ア
ロ
ン
監
督
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

街
頭
広
告
で
も
目
を
引

く
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス

映
画
「
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ａ
／
ロ

ー
マ
」
＝
時
事

　新
世
紀
レ
ジ
ェ
ン
ド
へ
の
歩

み
を
着
実
に
進
め
て
い
る
と
評

さ
れ
る
米
国
の
実
力
派
シ
ン
ガ

ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ゲ
イ

リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
・
ジ
ュ
ニ
ア

が
３
枚
目
の
ア
ル
バ
ム
「
デ
ィ

ス
・
ラ
ン
ド
」
（
ワ
ー
ナ
ー
）

を
出
し
た
。

　テ
キ
サ
ス
州
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

生
ま
れ
。
12
歳
で
始
め
た
ギ
タ

ー
の
神
童
と
し
て
地
元
で
頭
角

を
現
し
た
。
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ

ー
前
に
エ
リ
ッ
ク
・
ク
ラ
プ
ト

ン
、
シ
ェ
リ
ル
・
ク
ロ
ウ
と
共

に
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
オ
バ
マ

大
統
領
夫
妻
が
主
催
し
た
音
楽

フ
ェ
ス
に
出
演
し
て
注
目
を
浴

び
た
。
２
０
１
２
年
に
出
し
た

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
「
ブ
ラ

ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ブ
ル
ー
」
の

収
録
曲
「
プ
リ
ー
ズ
・
カ
ム
・

ホ
ー
ム
」
が
14
年
、
グ
ラ
ミ
ー

賞
の
ベ
ス
ト
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
Ｒ
＆
Ｂ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

賞
を
受
賞
。
世
界
の
音
楽
フ
ェ

ス
で
引
っ
張
り
だ
こ
の
存
在
と

な
っ
た
。

　「
（
Ｂ
・
Ｂ
・
キ
ン
グ
ら
）

差
別
へ
の
怒
り
を
込
め
て

 

ゲ
イ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
・
ジ
ュ
ニ
ア

三
大
キ
ン
グ
が
一
番
心
に
響
い

た
」
と
本
人
が
言
う
通
り
、
ブ

ル
ー
ズ
を
基
調
と
し
な
が
ら

も
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
ジ
ャ

ズ
、
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
な
ど
米

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
ジ
ャ
ン

ル
を
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
さ
せ
た

多
彩
な
音
楽
性
が
特
徴
だ
。
約

４
年
ぶ
り
の
新
作
は
そ
の
独
自

の
音
楽
性
を
進
化
さ
せ
つ
つ
、

　【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
事
】
米
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
５
日

か
ら
６
月
16
日
ま
で
紫
式
部
の
「
源
氏
物

語
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
が
開
か
れ

る
。
日
米
両
国
で
保
有
さ
れ
て
い
る
絵
画

や
書
跡
な
ど
１
２
０
点
以
上
を
８
テ
ー
マ

に
分
け
て
展
示
。
日
本
国
外
へ
の
貸
し
出

し
が
初
め
て
と
な
る
国
宝
や
重
要
文
化
財

も
含
ま
れ
る
。

　展
覧
会
で
は
源
氏
物
語
と
、
仏
教
と
の

関
連
性
な
ど
を
紹
介
。
紫
式
部
が
参
籠
時

に
源
氏
物
語
の
着
想
を
得
た
と
い
う
伝
承

の
あ
る
石
山
寺
（
大
津
市
）
の
宝
物
11
点

や
、
源
氏
物
語
を
題
材
に
し
た
漫
画
「
あ

さ
き
ゆ
め
み
し
」
の
作
者
、
大
和
和
紀
さ

ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
る
。
同
美
術
館

は
、
日
本
国
外
で
開
催
さ
れ
た
源
氏
物
語

の
美
術
展
と
し
て
は
、
最
も
包
括
的
な
内

容
と
し
て
い
る
。

　

　展
覧
会
を
担
当
し
た
同
美
術
館
の
ジ
ョ

ン
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
さ
ん
は
４
日
の
報
道

陣
向
け
内
覧
会
で
、
２
月
に
死
去
し
た
日

本
文
学
研
究
者
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
・
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
名
誉
教
授
が
、
約
１
年
前
に

展
覧
会
に
向
け
準
備
中
だ
っ
た
同
美
術
館

を
訪
れ
た
こ
と
を
紹
介
。
キ
ー
ン
氏
は
そ

の
際
、
18
歳
の
時
に
読
ん
だ
英
訳
の
源
氏

物
語
に
感
動
し
、
日
本
研
究
の
道
に
進
ん

だ
と
語
っ
た
と
い
う
。
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
さ

ん
は
「
キ
ー
ン
教
授
は
今
、
私
た
ち
を
見

下
ろ
し
、
展
示
を
楽
し
ん
で
い
る
だ
ろ

う
」
と
語
っ
た
。

　内
覧
会
で
は
、
石
山
寺
塔
頭
法
輪
院
の

住
職
・
鷲
尾
龍
華
さ
ん
（
31
）
ら
が
展
覧

会
の
成
功
を
祈
念
す
る
法
要
も
行
っ
た
。

鷲
尾
さ
ん
は
こ
の
後
、
記
者
団
に
「
僧
侶

が
海
外
で
法
要
を
行
う
の
は
め
っ
た
に
な

い
。
と
て
も
光
栄
」
と
語
っ
た
。

ＮＹで「源氏物語」展

米メトロポリタン美術館で展示される
俵屋宗達筆の国宝「源氏物語関屋澪標
図屏風」＝４日、ニューヨーク

米
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館   

日
本
か
ら
国
宝
、重
文
も

分
断
が
進
む
米
国
社
会
に
も
切

り
込
ん
だ
意
欲
作
だ
。

　米
音
楽
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
「
す
べ
て
の
言
葉
や
詞
に
何

ら
か
の
意
味
を
持
た
せ
た
か
っ

た
」
と
語
っ
た
ゲ
イ
リ
ー
。
表

題
曲
「
デ
ィ
ス
・
ラ
ン
ド
」
で

は
、
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
に
向

け
ら
れ
る
差
別
へ
の
怒
り
を
込

め
、
「
フ
ァ
ッ
ク
ユ
ー
、
俺
は

米
国
生
ま
れ
だ
。
こ
こ
が
故
郷

だ
」
と
Ｒ
＆
Ｂ
調
で
歌
う
。
ひ

ず
ん
だ
ギ
タ
ー
の
音
色
と
哀
愁

を
帯
び
た
歌
声
が
印
象
的
だ
。

一
方
で
、
ラ
ブ
バ
ラ
ー
ド
「
ド

ン
ト
・
ウ
ェ
イ
ト
・
テ
ィ
ル
・

ト
ゥ
モ
ロ
ウ
」
や
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
テ
ー
マ
を
歌
っ
た
曲
も

あ
る
。
パ
ン
ク
や
ロ
ッ
ク
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ま
で
取
り
入
れ
、
美

し
い
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
ま
で
披
露

す
る
多
才
ぶ
り
に
は
驚
嘆
す
る

ば
か
り
だ
。

　「
夏
フ
ェ
ス
の
王
者
」
の
異

名
も
健
在
。
今
夏
は
フ
ジ
ロ
ッ

ク
へ
の
参
加
が
決
ま
り
、
日
本

で
も
新
曲
を
披
露
し
て
く
れ
そ

う
だ
。

３月はフロリダのフェスに参加後、米国内を回るゲイリー・
クラーク・ジュニア

　【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
事
】
米

ハ
イ
ア
ッ
ト
財
団
は
５
日
、
建

築
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い
わ
れ

る
２
０
１
９
年
の
米
プ
リ
ツ
カ

ー
賞
に
建
築
家
の
磯
崎
新
氏

（
87
）
が
選
ば
れ
た
と
発
表
し

た
。
審
査
団
は
「
様
式
の
範
囲

に
あ
ら
が
う
質
の
高
い
建
物
を

生
み
出
し
て
き
た
」
と
評
価
し

た
。
授
賞
式
は
フ
ラ
ン
ス
で
５

月
に
行
わ
れ
る
。
日
本
人
の
同

賞
受
賞
は
14
年
以
来
で
、
８
人

目
。　磯

崎
氏
は
大
分
県
出
身
。
東

洋
と
西
洋
や
、
世
界
と
地
域
の

融
合
を
取
り
入
れ
る
な
ど
前
衛

的
な
作
風
で
知
ら
れ
る
。
つ
く

ば
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
茨
城
県
つ

く
ば
市
）
を
は
じ
め
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
五
輪
の
競
技
会
場
「
パ
ラ

ウ
・
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
デ
ィ
」
、

米
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
現
代
美
術
館

な
ど
日
本
国
内
外
で
１
０
０
以

上
の
建
築
を
手
掛
け
て
い
る
。

　審
査
団
は
「
建
築
の
歴
史
や

理
論
を
熟
知
し
、
前
衛
的
で
あ

り
、
彼
の
建
築
は
絶
え
ず
進
化

し
常
に
新
鮮
だ
」
と
指
摘
。

「
ま
ね
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
は
な

く
新
た
な
道
を
通
じ
て
東
洋
と

西
洋
を
融
合
さ
せ
た
」
と
評
し

た
。

米
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
に
磯
崎
新
氏

建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

建
築
家
の
磯
崎
新
氏
＝
２
０
０
７
年
２
月
、
ス
ペ
イ
ン
北
部
ビ
ル
バ
オ
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
＝
時
事
）
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ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

J
リ
ー
グ

マ
ラ
ソ
ン

元

大
関
照
ノ
富
士
が
復
帰

春
場
所　

５
場
所
ぶ
り
、序
二
段
で
白
星

　大
相
撲
春
場
所
初
日
の
10

日
、
元
大
関
で
西
序
二
段
48
枚

目
の
照
ノ
富
士
（
27
）
が
昨
年

夏
場
所
以
来
、
５
場
所
ぶ
り
に

本
場
所
の
土
俵
に
上
が
っ
た
。

大
声
援
を
受
け
る
中
、
若
野
口

を
は
た
き
込
ん
で
白
星
発
進
。

「
久
し
ぶ
り
な
の
で
緊
張
は
あ

っ
た
。
（
歓
声
は
）
う
れ
し
い

も
の
で
す
ね
」
と
振
り
返
っ

た
。　日

本
相
撲
協
会
に
よ
る
と
、

大
関
経
験
者
が
幕
下
以
下
で
相

撲
を
取
っ
た
の
は
初
め
て
。
両

膝
の
け
が
、
内
臓
疾
患
な
ど
で

４
場
所
続
け
て
全
休
し
た
。
こ

の
日
も
両
膝
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を

装
着
。
本
格
的
な
稽
古
が
ま
だ

で
き
な
い
そ
う
だ
が
、
「
と
り

あ
え
ず
出
て
み
て
ど
う
な
る

大
相
撲
春
場
所
で
５
場
所
ぶ
り
に
復
帰
し
、
取
組
に
臨
む
照
ノ
富
士
＝
10

日
、
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大
阪

か
。
不
安
を
な
く
し
た
い
」
と

述
べ
、
ま
ず
は
実
戦
勘
を
養

う
。

　

　２
０
１
５
年
夏
場
所
で
は
幕

内
優
勝
。
ま
だ
ま
だ
相
撲
へ
の

情
熱
は
冷
め
て
お
ら
ず
、
「
体

を
鍛
え
直
し
て
幕
内
に
上
が
る

　　東　　　　   初
横綱　白鵬　　　○
大関　高安　　　○
大関　栃ノ心　　○
関脇　貴景勝　　○
小結　御嶽海　　○
前１　魁聖　　　●
前２　大栄翔　　●
前３　錦木　　　●
前４　栃煌山　　○
前５　千代大龍　●
前６　隠岐の海　●
前７　碧山　　　○
前８　朝乃山　　○
前９　佐田の海　●
前10　松鳳山　　●
前11　竜電　　　○
前12　千代の国　ヤ
前13　友風　　　○
前14　照強　　　●
前15　石浦　　　○
前16　大翔鵬　　●
前17　千代翔馬　　

　

遠　藤
豪栄道
妙義龍
御嶽海
玉　鷲
錦　木
正代

千代大
阿武咲
碧　山
宝富士
佐田海

勢
竜　電
明　生
嘉　風
豊ノ島
石　浦
豊　山
千代翔
（西）　 （東）

１－８
４－２
８－12
５－11
５－１
１－３
３－７
４－３
１－１
９－15
８－14
２－３
１－０
１－０
0－0

２－３
0－0
0－0
0－0
0－0

白　鵬
北勝富
栃ノ心
高　安
大栄翔
貴景勝
逸ノ城
栃煌山
阿　炎
隠岐海
琴奨菊
朝乃山
矢　後
松鳳山
友　風

輝
琴恵光
照　強
千代丸
大翔鵬

10日目取組
（中入り後）

鶴　竜 14－０ 魁　聖

大
相
撲

の
が
大
事
」
と
再
起
を
誓
っ

た
。　平

成
最
後
の
場
所
で
大
関
昇

進
を
狙
う
貴
景
勝
は
、
妙
義
龍

を
圧
倒
し
て
白
星
発
進
。
休
場

明
け
の
両
横
綱
は
明
暗
。
白
鵬

が
新
小
結
の
北
勝
富
士
を
下
し

た
が
、
鶴
竜
は
御
嶽
海
に
敗
れ

た
。
３
大
関
は
安
泰
。
高
安
は

魁
聖
を
寄
り
切
り
、
豪
栄
道
は

遠
藤
に
完
勝
。
か
ど
番
の
栃
ノ

心
は
大
栄
翔
に
逆
転
勝
ち
。
先

場
所
優
勝
の
玉
鷲
も
勝
っ
た
。

　ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
ア
ジ
ア

リ
ー
グ
は
10
日
、
北
海
道
釧
路

市
の
日
本
製
紙
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
で
プ
レ
ー
オ
フ
決
勝
（
５
回

戦
制
）
の
第
２
戦
が
行
わ
れ
、

今
季
限
り
で
の
廃
部
が
決
ま
っ

て
い
る
リ
ー
グ
４
位
の
日
本
製

紙
は
同
２
位
の
サ
ハ
リ
ン
（
ロ

シ
ア
）
に
２
―
５
で
敗
れ
、
２

連
敗
を
喫
し
た
。
日
本
製
紙
は

本
拠
地
最
後
の
公
式
戦
を
勝
利

で
飾
る
こ
と
が
で
き
ず
、
５
季

ぶ
り
５
度
目
の
優
勝
に
向
け
て

後
が
な
く
な
っ
た
。

　先
制
を
許
し
た
日
本
製
紙
は

第
２
ピ
リ
オ
ド
に
上
野
が
同
点

ゴ
ー
ル
。
第
３
ピ
リ
オ
ド
で
も

１
―
２
と
さ
れ
た
直
後
に
追
い

付
い
た
が
、
そ
の
後
３
点
を
失

っ
た
。

　14
日
の
第
３
戦
以
降
は
サ
ハ

リ
ン
の
本
拠
地
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ

ン
ス
ク
で
行
わ
れ
る
。

山
本
憲
が
７
位
、川
内
８
位

び
わ
湖
毎
日　

山
本
浩
と
河
合
に
Ｍ
Ｇ
Ｃ
切
符

　び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
は
10

日
、
滋
賀
・
皇
子
山
陸
上
競
技

場
を
発
着
点
と
す
る
42
・
１
９

５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

山
本
憲
二
（
マ
ツ
ダ
）
が
２
時

間
８
分
42
秒
で
日
本
勢
最
高
の

表彰式後、笑顔で撮影に応じる（左から）山本浩之、山本憲二、川内優
輝、河合代二＝10日、滋賀・皇子山陸上競技場

７
位
に
入
っ
た
。
川
内
優
輝

（
埼
玉
県
庁
）
は
２
時
間
９
分

21
秒
で
８
位
。
サ
ラ
エ
デ
ィ
ー

ン
・
ブ
ナ
ス
ル
（
モ
ロ
ッ
コ
）

が
２
時
間
７
分
52
秒
で
優
勝
し

た
。　山

本
浩
之
（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
）
が
２
時
間
10
分
33
秒
で
日

本
人
３
番
手
の
10
位
、
河
合
代

二
（
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
）
が
２
時

間
10
分
50
秒
の
11
位
で
、
と
も

に
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
代
表

選
考
会
と
な
る
マ
ラ
ソ
ン
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

（
Ｍ
Ｇ
Ｃ
）
の
出
場
権
を
獲
得

し
た
。
山
本
憲
と
川
内
は
既
に

出
場
資
格
を
得
て
い
る
。
大
石

港
与
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）
は
20

位
、
佐
々
木
悟
（
旭
化
成
）
は

33
位
に
終
わ
っ
た
。

　名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ

ン
は
10
日
、
２
０
２
０
年
東
京

五
輪
代
表
選
考
会
と
な
る
９
月

15
日
の
マ
ラ
ソ
ン
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
（
Ｍ
Ｇ

Ｃ
）
出
場
権
を
懸
け
て
名
古
屋

市
の
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
を
発
着
点

と
す
る
42
・
１
９
５
キ
ロ
の
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
既
に
Ｍ
Ｇ
Ｃ

出
場
資
格
を
持
つ
岩
出
玲
亜

（
ア
ン
ダ
ー
ア
ー
マ
ー
）
が
２

時
間
23
分
52
秒
で
日
本
選
手
最

高
の
５
位
と
な
っ
た
。
36
歳
の

福
士
加
代
子
（
ワ
コ
ー
ル
）
は

２
時
間
24
分
９
秒
で
日
本
勢
２

番
手
の
８
位
に
入
り
、
Ｍ
Ｇ
Ｃ

出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　ヘ
ラ
リ
ア
・
ジ
ョ
ハ
ネ
ス

（
ナ
ミ
ビ
ア
）
が
２
時
間
22
分

25
秒
で
優
勝
し
た
。
上
原
美
幸

（
第
一
生
命
）
は
２
時
間
24
分

19
秒
で
９
位
。
上
原
と
10
位
の

前
田
彩
里
（
ダ
イ
ハ
ツ
）
、
11

位
の
谷
本
観
月
（
天
満
屋
）
、

12
位
の
池
満
綾
乃
（
鹿
児
島
銀

行
）
も
Ｍ
Ｇ
Ｃ
切
符
を
得
た
。

名
古
屋
が
開
幕
３
連
勝

Ｊ
１　
鹿
島
、浦
和
、広
島
は
初
勝
利

　明
治
安
田
Ｊ
１
リ
ー
グ
は
９

日
、
各
地
で
第
３
節
の
６
試
合

が
行
わ
れ
、
名
古
屋
は
Ｇ
大
阪

に
３
―
２
で
競
り
勝
ち
、
２
０

０
７
年
以
来
の
開
幕
３
連
勝
を横浜Ｍ	

札　幌			
松　本		
磐　田		
Ｇ大阪	
鹿　島	
Ｃ大阪	
仙　台	
Ｆ東京		

清　水
浦　和
大　分
名古屋
湘　南
広　島
神　戸
鳥　栖
川　崎

		5-2　
		0-1　
		1-2　
		2-3　
		1-0　
		0-1　
		1-3　
		2-0	
		2-2　

9 3 3 0 0 9 2 7名古屋
点 試 勝 分 敗 得 失 差チーム

7 3 2 1 0 5 2 3Ｆ東京
7 3 2 1 0 7 5 2横浜Ｍ
6 3 2 0 1 7 4 3	札　幌
6 3 2 0 1 4 2 2神　戸	
6 3 2 0 1 4 3 1大　分	
5 3 1 2 0 2 1 1広　島	
4 3 1 1 1 3 3 0鹿　島
4 3 1 1 1 2 2 0松　本	
4 3 1 1 1 1 2 -1浦　和
3 3 1 0 2 8 8 0Ｇ大阪	
3 3 1 0 2 4 4 0湘　南	
3 3 0 3 0 3 3 0川　崎	
3 3 1 0 2 1 3 -2Ｃ大阪	
2 3 0 2 1 2 3 -1磐　田	
1 3 0 1 2 2 5 -3仙　台	
1 3 0 1 2 5 10 -5清　水	
0 3 0 0 3 0 7 -7鳥　栖	

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱

Ｊ１勝敗表
（10日現在）

飾
っ
た
。

　鹿
島
、
浦
和
、
広
島
は
そ
ろ

っ
て
今
季
初
勝
利
。
鹿
島
は
湘

南
に
、
浦
和
は
松
本
に
、
広
島

は
Ｃ
大
阪
に
、
い
ず
れ
も
１
―

０
で
勝
っ
た
。
札
幌
は
ア
ン
デ

ル
ソ
ン
ロ
ペ
ス
の
４
ゴ
ー
ル
の

活
躍
で
清
水
に
５—

２
で
快
勝

し
、
大
分
は
磐
田
を
２—

１
で

下
し
、
Ｊ
１
復
帰
後
２
勝
１

敗
。

　明
治
安
田
Ｊ
１
リ
ー
グ
は
10

日
、
各
地
で
第
３
節
の
残
り
３

試
合
が
行
わ
れ
、
神
戸
は
ビ
ジ

ャ
の
２
試
合
連
続
ゴ
ー
ル
な
ど

で
仙
台
に
３—

１
で
快
勝
し
、

２
連
勝
で
勝
ち
点
６
と
し
た
。

仙
台
は
未
勝
利
。

　３
連
覇
を
狙
う
川
崎
は
横
浜

Ｍ
と
２—

２
に
終
わ
り
、
開
幕

か
ら
３
戦
連
続
引
き
分
け
。
横

浜
Ｍ
は
３
連
勝
を
逃
し
、
全
勝

は
早
く
も
名
古
屋
だ
け
と
な
っ

た
。　Ｆ

東
京
は
鳥
栖
を
２
―
０
で

下
し
、
勝
ち
点
７
。
鳥
栖
は
唯

一
の
３
連
敗
。

　

比
嘉
が
５
勝
目

ダ
イ
キ
ン
女
子  

日
本
選
手
は
開
幕
戦
６
年
ぶ
り

　【
女
子
ゴ
ル
フ
・
ダ
イ
キ

ン
・
オ
ー
キ
ッ
ド
・
レ
デ
ィ
ー

ス
】
最
終
日
（
10
日
、
沖
縄
・

琉
球
Ｇ
Ｃ
、
６
５
１
４
ヤ
ー
ド

＝
パ
ー
72
、
賞
金
総
額
１
億
２

０
０
０
万
円
、
優
勝
２
１
６
０

万
円
）

　比
嘉
真
美
子
が
３
バ
ー
デ
ィ

ー
、
３
ボ
ギ
ー
、
２
ダ
ブ
ル
ボ

ギ
ー
の
76
と
ス
コ
ア
を
落
と
し

た
が
、
通
算
５
ア
ン
ダ
ー
の
２

８
３
で
開
幕
戦
を
制
し
た
。
昨

年
４
月
の
Ｋ
Ｋ
Ｔ
杯
バ
ン
テ
リ

ン
・
レ
デ
ィ
ー
ス
以
来
の
通
算

５
勝
目
。
日
本
選
手
が
開
幕
戦

で
勝
っ
た
の
は
６
年
ぶ
り
。

　３
打
差
の
２
位
は
新
垣
比

菜
、
穴
井
詩
、
エ
イ
ミ
ー
・
コ

ガ
。
畑
岡
奈
紗
は
通
算
４
オ
ー

バ
ー
で
17
位
。
昨
年
の
賞
金
女

王
、
ア
ン
・
ソ
ン
ジ
ュ
（
韓

国
）
は
24
位
だ
っ
た
。

　地
元
沖
縄
の
大
歓
声
に
包
ま

れ
、
比
嘉
は
涙
ぐ
み
な
が
ら
両

手
を
挙
げ
た
。
苦
し
み
な
が
ら

も
、
思
い
入
れ
の
強
い
故
郷
で

優
勝
し
、
「
夢
が
現
実
に
な
っ

た
」
。
万
感
の
思
い
が
こ
み
上

げ
た
。

　２
位
に
７
打
差
を
つ
け
て
テ

ィ
ー
オ
フ
し
た
が
、
ダ
ブ
ル
ボ

優勝トロフィーを手に笑顔を見せ
る比嘉真美子＝10日、沖縄・琉球
ＧＣ

ギ
ー
を
二
つ
た
た
く
な
ど
苦
戦

し
、
「
本
当
に
し
ん
ど
か
っ

た
」
。
そ
れ
で
も
11
番
（
パ
ー

５
）
は
２
オ
ン
に
成
功
し
て
バ

ー
デ
ィ
ー
。
17
番
で
は
右
か
ら

の
フ
ォ
ロ
ー
の
風
を
読
ん
で
２

メ
ー
ト
ル
に
付
け
て
伸
ば
し
、

逃
げ
切
っ
た
。

　11
歳
で
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
直

後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
務
め
た

大
会
。
不
動
裕
理
ら
一
流
選
手

を
間
近
で
見
て
、
「
こ
う
い
う

格
好
い
い
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に

な
り
た
い
」
と
憧
れ
た
。
「
地

元
の
大
会
は
私
が
引
っ
張
っ
て

い
く
」
と
意
気
込
ん
で
臨
み
、

沖
縄
出
身
選
手
と
し
て
は
、
２

０
０
４
年
の
宮
里
藍
以
来
２
人

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
後
半

戦
ま
で
好
調
を
維
持
す
る
た

め
、
東
京
五
輪
強
化
指
定
選
手

の
合
宿
で
栄
養
士
か
ら
助
言
を

受
け
、
食
事
も
見
直
し
た
。

ゴ
ル
フ

日
本
製
紙
が
連
敗

ア
ジ
ア
リ
ー
グ
決
勝

比
嘉
、万
感
の
故
郷
Ｖ

宮
里
藍
以
来
２
人
目

神
戸
が
２
連
勝

川
崎
は
ま
た
も
引
き
分
け

福
士
ら
５
人
に
Ｍ
Ｇ
Ｃ
切
符

岩
出
、日
本
勢
最
高
５
位

名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ

貴
景
勝
、白
星
発
進

両
横
綱
は
明
暗

横綱　鶴竜　　　●
大関　豪栄道　　○

関脇　玉鷲　　　○
小結　北勝富士　●
前１　遠藤　　　●
前２　妙義龍　　●
前３　正代　　　●
前４　逸ノ城　　○
前５　阿武咲　　○
前６　阿炎　　　●
前７　宝富士　　●
前８　琴奨菊　　○
前９　勢　　　　○
前10　矢後　　　●
前11　明生　　　●
前12　嘉風　　　○
前13　輝　　　　●
前14　豊ノ島　　○
前15　琴恵光　　●
前16　豊山　　　○　　

西　　　　　    初
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　野
球
日
本
代
表
「
侍
ジ
ャ
パ

ン
」
と
メ
キ
シ
コ
代
表
の
強
化

試
合
第
２
戦
が
10
日
、
京
セ
ラ

ド
ー
ム
大
阪
で
行
わ
れ
、
日
本

が
６
―
０
で
勝
ち
、
１
勝
１
敗

で
日
程
を
終
え
た
。

　日
本
は
一
回
に
吉
田
正
（
オ

リ
ッ
ク
ス
）
の
満
塁
本
塁
打
な

ど
で
５
点
を
先
制
し
、
七
回
は

吉
田
正
の
犠
飛
で
加
点
し
た
。

投
手
陣
は
先
発
の
原
（
ヤ
ク
ル

ト
）
が
２
回
１
安
打
と
好
投

し
、
山
本
（
オ
リ
ッ
ク
ス
）
、

田
口
（
巨
人
）
ら
計
７
人
の
継

投
で
無
失
点
に
抑
え
た
。

　日
本
は
今
秋
の
国
際
大
会

「
プ
レ
ミ
ア
12
」
に
臨
み
、
２

０
２
０
年
東
京
五
輪
へ
向
け
て

強
化
を
図
る
。

初
日
は
逆
転
負
け

　強
化
試
合
第
１
戦
は
９
日
、

日
本
は
２
―
４
で
逆
転
負
け
し

た
。
日
本
は
一
回
に
吉
田
正
の

適
時
打
で
先
制
し
、
四
回
は
甲

斐
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
の
右
前

打
で
加
点
。
し
か
し
、
１
点
リ

ー
ド
の
七
回
に
松
永
（
ロ
ッ

テ
）
が
連
続
適
時
二
塁
打
を
浴

び
て
逆
転
さ
れ
た
。

日
本
、メ
キ
シ
コ
に
雪
辱

１
勝
１
敗
で
日
程
終
了

１回に先制の満塁本塁打を放ち、祝福される侍ジャパンの吉田正（右
端）＝10日、京セラドーム大阪　

侍
ジ
ャ
パ
ン

　【
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

（
米
ユ
タ
州
）
時
事
】
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
（
Ｗ
杯
）
最
終
戦
は
９
日
、

米
ユ
タ
州
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ

ィ
ー
で
行
わ
れ
、
男
子
５
０
０

メ
ー
ト
ル
で
新
浜
立
也
（
高
崎

健
康
福
祉
大
）
が
従
来
の
世
界

記
録
を
上
回
る
33
秒
83
で
２
位

に
入
っ
た
。

　パ
ベ
ル
・
ク
リ
ズ
ニ
コ
フ

（
ロ
シ
ア
）
が
自
身
の
世
界
記

録
33
秒
98
を
更
新
す
る
33
秒
61

で
優
勝
。
村
上
右
磨
（
村
上
電

気
）
は
34
秒
11
で
３
位
、
羽
賀

亮
平
（
日
本
電
産
サ
ン
キ
ョ

ー
）
は
34
秒
23
で
５
位
。

　女
子
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
小

平
奈
緒
（
相
沢
病
院
）
は
36
秒

47
の
日
本
新
で
優
勝
し
た
が
、

世
界
記
録
36
秒
36
の
更
新
は
な

ら
な
か
っ
た
。
曽
我
こ
な
み

（
日
本
ハ
ウ
ス
Ｈ
＆
Ｒ
）
は
５

位
、
辻
麻
希
（
開
西
病
院
）
は

７
位
。

　女
子
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で

は
、
高
木
美
帆
（
日
体
大
助

手
）
が
従
来
の
世
界
記
録
を
上

回
る
１
分
11
秒
71
で
２
位
、
小

平
も
１
分
11
秒
77
で
３
位
。
ブ

リ
タ
ニ
ー
・
ボ
ウ
（
米
国
）
が

１
分
11
秒
61
の
世
界
新
で
優

勝
。
男
子
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル

は
キ
エ
ル
ド
・
ナ
ウ
シ
ュ
（
オ

ラ
ン
ダ
）
が
１
分
６
秒
18
の
世

界
新
で
勝
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

小
平
は
日
本
新
Ｖ

新
浜
、33
秒
83
で
２
位Ｗ杯

　【
ピ
オ
リ
ア
（
米
ア
リ
ゾ
ナ

州
）
時
事
】
米
大
リ
ー
グ
、
マ

リ
ナ
ー
ズ
の
菊
池
雄
星
投
手
が

３
月
21
日
に
東
京
ド
ー
ム
で
行

わ
れ
る
開
幕
２
戦
目
で
先
発
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
９
日
、

サ
ー
ビ
ス
監
督
が
明
ら
か
に
し

た
。　20

、
21
日
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ス
と
の
開
幕
２
連
戦
に
は
、
マ

イ
ナ
ー
契
約
で
招
待
選
手
と
し

て
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
い
る

イ
チ
ロ
ー
外
野
手
も
出
場
選
手

登
録
さ
れ
る
見
込
み
。

マ
リ
ナ
ー
ズ
の
菊
池
、２
戦
目
に
先
発

東
京
の
開
幕
シ
リ
ー
ズ

　前
日
８
日
に
伝
え
ら
れ
た
と

い
う
菊
池
は
「
マ
リ
ナ
ー
ズ
に

（
入
団
が
）
決
ま
っ
て
、
そ
こ

の
２
試
合
と
い
う
の
は
特
別
な

も
の
が
あ
っ
た
。
う
れ
し
い
と

い
う
の
が
一
番
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。
サ
ー
ビ
ス
監
督
は
「
彼

は
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
ス
ト

ラ
イ
ク
を
投
げ

る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
ま
で

い
い
投
球
を
見

せ
て
く
れ
て
い

る
」
と
抜
て
き

の
理
由
を
明
か

し
た
。

　菊
池
は
オ
ー

　【
テ
ン
ピ
（
米
ア
リ
ゾ
ナ

州
）
時
事
】
米
大
リ
ー
グ
、
エ

ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が

８
日
、
右
肘
の
手
術
を
受
け
た

昨
年
10
月
以
降
で
は
初
め
て
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
行
っ
た
。
チ

ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
を
相
手
に
、

距
離
を
６
メ
ー
ト
ル
か
ら
12
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
ま
で
伸
ば
し
、
力

が
入
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意

を
払
い
な
が
ら
60
球
を
投
げ

た
。　手

術
後
５
カ
月
で
の
再
開
は

当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
お
り
、

大
谷
は
「
怖
さ
は
な
か
っ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
通
り
に
こ
な
せ
て
よ

か
っ
た
。
普
通
に
投
げ
ら
れ
た

安
心
感
は
あ
っ
た
」
と
、
ほ
っ

と
し
た
表
情
だ
っ
た
。

　春
季
キ
ャ
ン
プ
で
は
こ
れ
ま

で
、
チ
ー
ム
か
ら
は
離
れ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
屋
内
で
の
ト
ス

打
撃
を
重
ね
て
き
た
。

　こ
の
日
は
他
の
投
手
た
ち
と

一
緒
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ウ
オ
ー

ム
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

で
体
を
動
か
し
、
笑
顔
も
見
せ

た
。

　

　そ
の
後
は
個
別
で
調
整
し
、

屋
内
練
習
場
で
テ
ィ
ー
打
撃
15

本
と
ト
ス
打
撃
25
本
で
汗
を
流

し
た
。
二
刀
流
復
活
へ
と
踏
み

出
し
、
打
者
で
は
こ
と
し
５

月
、
投
手
で
は
来
季
の
復
帰
を

目
指
し
て
い
く
。

「
怖
さ
な
か
っ
た
」

大
谷
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

エ
ン
ゼ
ル
ス

プ
ン
戦
３
試
合
に
登
板
し
て
２

勝
１
敗
、
防
御
率
４
・
00
。
環

境
の
違
い
に
も
う
ま
く
適
応

し
、
順
調
な
春
季
キ
ャ
ン
プ
を

送
っ
て
お
り
、
「
チ
ー
ム
と
し

て
、
僕
の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
い

い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
初
登

板
へ
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　【
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
（
ロ

シ
ア
）
時
事
】
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
冬
季
大
会
第
８
日
は
９

日
、
ロ
シ
ア
の
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル

ス
ク
で
行
わ
れ
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
女
子
で
三
原
舞
依

（
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
）
が
合
計
２

２
０
・
68
点
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｓ
Ｐ
）
首
位
の
三
原
は
、

フ
リ
ー
は
１
４
４
・
76
点
で
２

位
だ
っ
た
。
竹
野
比
奈
（
福
岡

大
）
は
６
位
。

　フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の

モ
ー
グ
ル
で
は
、
女
子
の
住
吉

輝
紗
良
（
日
大
）
が
金
メ
ダ

ル
。
男
子
は
原
大
智
（
日
大
）

が
銀
、
堀
島
行
真
（
中
京
大
）

は
銅
だ
っ
た
。

　

　ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
距
離

の
女
子
15
キ
ロ
リ
レ
ー
で
は
、

日
本
（
滝
沢
、
横
浜
、
児
玉
）

が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
同

男
子
30
キ
ロ
リ
レ
ー
の
日
本

（
宇
田
、
大
田
喜
、
田
中
、
馬

場
）
は
４
位
だ
っ
た
。

　ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ザ
ー

ラ
・
ラ
リ
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
の
女
子
Ｓ
Ｐ
に
出
場
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
女
性
が
頭
部
を

覆
う
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
着
用
し
、
肌

の
露
出
を
避
け
る
た
め
、
全
身

を
覆
っ
た
衣
装
で
演
技
し
た
。

　ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
と
の

実
力
差
は
明
ら
か
で
、
首
位
の

三
原
か
ら
約
51
点
差
の
29
位
。

そ
れ
で
も
、
会
場
か
ら
拍
手
喝

采
を
浴
び
、
「
私
が
本
当
に
や

り
た
い
こ
と
と
は
少
し
違
っ
た

ブ
ル
ペ
ン
で
投
球

練
習
に
励
む
マ
リ

ナ
ー
ズ
の
菊
池
＝

９
日
、
米
ア
リ
ゾ

ナ
州
ピ
オ
リ
ア

　日
本
体
操
協
会
は
９
日
、
東

京
都
内
で
理
事
会
を
開
き
、
女

子
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪

代
表
の
宮
川
紗
江
選
手
（
19
）

＝
高
須
ク
リ
ニ
ッ
ク
＝
が
、
同

協
会
の
塚
原
千
恵
子
女
子
強
化

本
部
長
（
71
）
と
夫
の
光
男
副

会
長
（
71
）
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
訴
え
た

問
題
で
、
宮
川
選
手
が
許
可
な

く
記
者
会
見
を
開
い
た
こ
と
が

協
会
の
規
定
に
違
反
し
、
一
部

の
言
動
が
千
恵
子
強
化
本
部
長

の
名
誉
を
傷
つ
け
た
と
し
て
、

反
省
文
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

を
決
め
た
。
日
本
協
会
に
よ
る

と
、
宮
川
選
手
は
既
に
提
出
し

て
い
る
と
い
う
。

　宮
川
選
手
の
パ
ワ
ハ
ラ
騒
動

に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
、
協

会
が
設
置
し
た
第
三
者
委
員
会

が
そ
の
事
実
を
認
定
し
な
か
っ

た
。　協

会
は
さ
ら
に
特
別
調
査
委

員
会
を
設
置
し
、
宮
川
選
手
ら

騒
動
の
関
係
者
に
協
会
の
規
定

違
反
が
な
か
っ
た
か
を
調
査
し

た
。
こ
の
日
の
報
告
で
は
、
塚

原
夫
妻
に
も
不
適
切
な
言
動
が

あ
っ
た
と
指
摘
し
た
が
、
２
人

と
も
昨
年
12
月
の
臨
時
評
議
員

会
な
ど
で
謝
罪
し
、
近
く
任
期

満
了
で
役
職
を
退
く
こ
と
か

ら
、
追
加
の
処
分
は
科
さ
な
か

っ
た
。

　具
志
堅
幸
司
副
会
長
（
62
）

と
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
メ
ダ
リ
ス

ト
で
協
会
会
員
の
池
谷
幸
雄
氏

（
48
）
に
も
公
の
場
で
不
適
切

な
発
言
が
あ
っ
た
と
報
告
さ

れ
、
会
長
厳
重
注
意
と
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　ま
た
、
こ
の
騒
動
を
受
け
て

設
置
し
た
提
言
事
項
検
討
委
員

会
は
、
強
化
本
部
長
の
職
務
と

権
限
の
明
確
化
な
ど
の
組
織
改

善
策
を
提
言
し
た
。

宮
川
選
手
に
反
省
文
要
求

日
本
体
操
協
会  
具
志
堅
副
会
長
ら
も
処
分

冬
季
ユ
ニ
バ

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
三
原
が
金

モ
ー
グ
ル
は
住
吉
が
金

か
な
」
と
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑

っ
た
。

　２
年
前
の
札
幌
ア
ジ
ア
大
会

に
も
出
場
し
た
。
最
近
は
イ
ス

ラ
ム
圏
の
女
子
選
手
を
応
援
す

る
声
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
、

「
私
が
国
際
大
会
に
出
ら
れ
た

よ
う
に
、
認
識
は
変
わ
っ
て
き

て
い
る
」
と
話
し
た
。

　

（
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
時
事
）

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
女
子
で
、
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
三
原
舞
依
＝
９
日
、

ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク

ヒ
ジ
ャ
ブ
着
用
し
て
演
技

フ
ィ
ギ
ュ
ア
女
子

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女
子
Ｓ
Ｐ

で
、
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
着
用
し
て
演
技
す

る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ザ
ー
ラ
・

ラ
リ
＝
８
日
、
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
ノ

ヤ
ル
ス
ク

　白
い
覆
面
と
得

意
技
の
足
４
の
字

固
め
で
昭
和
の
プ

ロ
レ
ス
人
気
を
盛

り
上
げ
た
ザ
・
デ

ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
さ

ん
（
本
名
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ベ
イ
ヤ

ー
）
が
７
日
、
米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

の
自
宅
で
亡
く
な

っ
た
。
88
歳
だ
っ

た
。
デ
ス
ト
ロ
イ

ヤ
ー
さ
ん
が
中
心

に
な
っ
て
設
立
し

た
東
京
都
内
の
レ

ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
連

絡
に
よ
る
と
、
体
調
を
崩
し
て

お
り
、
家
族
に
見
守
ら
れ
て
息

を
引
き
取
っ
た
。

　米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
生
ま

れ
。
大
学
で
は
ア
マ
チ
ュ
ア
レ

ス
リ
ン
グ
で
活
躍
し
、
１
９
５

４
年
、
本
名
で
プ
ロ
レ
ス
デ
ビ

ュ
ー
。
62
年
、
白
覆
面
を
か
ぶ

っ
て
「
ジ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
・
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
デ

ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
」
と
名
乗
り
、

Ｗ
Ｗ
Ａ
世
界
ヘ
ビ
ー
級
王
者
に

な
っ
た
。

　63
年
初
来
日
。
自
ら
が
技
と

し
て
確
立
し
た
足
４
の
字
固
め

を
武
器
に
、
力
道
山
と
激
闘
を

演
じ
て
注
目
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
、
ア

ン
ト
ニ
オ
猪
木
ら
と
熱
戦
を
展

開
し
「
白
覆
面
の
魔
王
」
と
呼

ば
れ
た
。
72
年
、
馬
場
が
設
立

し
た
全
日
本
プ
ロ
レ
ス
と
契
約

し
て
日
本
陣
営
の
選
手
と
な

り
、
馬
場
と
タ
ッ
グ
も
組
ん

だ
。

デストロイヤーさん死去
88歳  覆面レスラー、４の字固め

米
大
リ
ー
グ
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■福島県産食品、安全理解進む
　菅義偉官房長官は７日の記者会
見で、福島県産食品の購入を放射
性物質を意識してためらう人の割
合が消費者庁の調査で過去最少の
12.5％になったことについて「生
産者や関係者の努力によって、基
準値に適合した安全な食品が流通
していることが着実に理解されて
きている」と指摘した。　

■ラッピングでＷ杯ＰＲ

　埼玉県熊谷市など12会場で開催
され、開幕まで200日を切ったラ
グビーのワールドカップ（Ｗ杯）
をＰＲしようと、秩父鉄道（同
市）の車両に大会公式マスコット
「レンジー」や市内の会場で試合
をするサモアなどの代表選手を描
いたラッピングトレインの運行が
始まった。
　熊谷ラグビー場では、９月末か
ら10月にかけてロシア対サモアな
ど３試合が行われる。ラッピング
された３両編成の車両の外側は、
大会のロゴや開催日程、同会場で
試合をする６カ国の選手のプレー
する様子を表現した。

■工事中の東京駅の写真発見

　神奈川県横須賀市の西行政セン
ターで、建設工事中の東京駅を
1911（明治44）年に撮影した写真
の原本が見つかった＝写真。ＪＲ
鉄道博物館（さいたま市）などに
もこの写真の複製があるが、原本
は珍しく、今後は横須賀市自然・
人文博物館で保管し、活用方法を
検討するという。
　見つかった写真の題名は「中央
停車場建築」。台紙には「株式会
社東京石川嶋造船所（現在のＩＨ
Ｉ）製作」「明治44年７月19日撮
影」などの記載があった。東京都
内にあった写真館「宮内写真場」
が撮影。構図などから、皇居側に
組んだやぐらから丸の内南口付近
を中心に、鉄骨工事を終えた時期
の駅舎を撮影したとみられる。
　写真は2017年２月、西行政セン
ターの地下倉庫を職員が整理して
いる際、新聞紙に包まれた状態で
発見された。市は「西行政センタ
ーは86年に完成したが、前身の西
部支所時代に住民から寄贈された
のではないか」としている。　

弘
前
学
院
外
国
人
宣
教
師
館

　キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
先

駆
者
の
一
人
、
本
多
庸
一
が
設

立
し
た
弘
前
学
院
の
女
性
宣
教

師
宿
舎
と
し
て
１
９
０
６
年
に

建
て
ら
れ
た
外
国
人
宣
教
師
館

（
青
森
県
弘
前
市
）
。
和
洋
折

衷
の
木
造
２
階
建
て
で
、
八
角

形
の
尖
塔
（
せ
ん
と
う
）
が
特

徴
的
だ
。
校
舎
移
転
に
伴
っ
て

市
街
地
中
央
か
ら
現
在
地
に
移

築
さ
れ
た
。
法
人
本
部
と
し
て

使
用
さ
れ
て
お
り
、
見
学
も
で

き
る
。

広
島・旧
尾
道
鉄
道

　か
つ
て
広
島
県
尾
道
市
を
走

っ
て
い
た
軽
便
鉄
道
の
尾
道
鉄

道
は
、
１
９
２
５
年
に
開
業

し
、
「
お
の
て
つ
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
た
。
諸
原
駅
で
は
地

方
鉄
道
と
し
て
は
珍
し
く
ス
イ

ッ
チ
バ
ッ
ク
方
式
を
採
用
。
そ

の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
影
響
で
利
用
客
が
減
少
し
、

64
年
に
廃
線
。
路
線
跡
は
国
道

に
な
っ
て
お
り
、
れ
ん
が
造
り

の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
が
残
さ
れ
て

い
る
。
（
前
畑
洋
平
・
温
子
）

　東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
の

事
故
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

福
島
県
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
新
産

業
を
興
す
「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
安
倍
晋
三
首

相
が
「
福
島
復
興
の
切
り
札
」

と
位
置
付
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
が
、
先
端
技
術
の
受
け
皿
づ

く
り
や
人
材
育
成
な
ど
は
遅

れ
、
経
済
効
果
の
試
算
も
出
て

い
な
い
。
復
興
へ
の
貢
献
が
期

待
さ
れ
る
も
の
の
、
理
想
と
現

実
の
差
が
横
た
わ
る
。

　構
想
は
東
日
本
大
震
災
後
の

２
０
１
４
年
か
ら
本
格
的
に
動

き
だ
し
た
。
最
先
端
の
技
術
・

産
業
を
集
積
す
る
の
が
狙
い
だ

が
、
分
野
ご
と
の
目
標
や
地
元

新
産
業
創
出
の
理
想
と
現
実

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想  

人
材
育
成
遅
れ

有
線
ド
ロ
ー
ン
で
上
空
か
ら
の
映

像
を
確
認
し
な
が
ら
進
む
建
設
ロ

ボ
ッ
ト
＝
２
０
１
８
年
11
月
２

日
、
福
島
県
南
相
馬
市

ロボットの研究開発拠点「福島ロボットテス
トフィールド」で進む施設整備＝２月15日、
福島県南相馬市

へ
の
経
済
効
果
は
現
在
で
も
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
。
県
の
担

当
者
は
「
構
想
は
幅
広
い
分
野

に
及
び
、
新
し
い
取
り
組
み
も

多
い
」
と
策
定
作
業
の
難
し
さ

を
認
め
る
。
原
発
事
故
の
影
響

で
将
来
が
十
分
見
通
せ
な
い
地

域
も
あ
り
、
展
望
を
描
き
切
れ

て
い
な
い
。

　一
方
で
、
県
沿
岸
部
の
自
治

体
で
は
原
発
の
廃
炉
技
術
の
研

究
開
発
や
水
素
製
造
実
証
実

験
、
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
な

ど
の
施
設
整
備
が
着
々
と
進

む
。
昨
年
７
月
に
は
ロ
ボ
ッ
ト

の
研
究
開
発
拠
点
「
福
島
ロ
ボ

ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が

南
相
馬
市
で
一
部
開
所
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
や
楽
天
な
ど
が
同

市
や
隣
の
浪
江
町
に
拠
点
を
設

置
し
て
い
る
。

　た
だ
、
福
島
大
学
の
初
沢
敏

生
教
授
（
経
済
地
理
学
）
は

「
地
元
企
業
の
技
術
力
と
、
構

想
が
求
め
て
い
る
水
準
の
差
が

大
き
い
」
と
話
す
。
ロ
ボ
ッ
ト

は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ
る
制
御

が
重
要
だ
が
、
「
技
術
を
持
つ

会
社
は
少
な
い
」
と
指
摘
。
震

災
と
原
発
事
故
で
人
材
が
流
出

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地
元

で
活
躍
す
る
技
術
者
の
育
成
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　昨
年
12
月
、
福
島
県
や
関
係

省
庁
の
幹
部
、
大
学
教
授
ら
が

集
ま
っ
て
開
か
れ
た
会
議
で
も

地
元
か
ら
人
材
育
成
へ
の
協
力

を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。
川

内
村
の
遠
藤
雄
幸
村
長
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
を
例
に
挙
げ
、
「
身
近
な
と

こ
ろ
で
技
術
者
を
養
成
し
、
部

品
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
必

要
だ
」
と
訴
え
た
。

　県
は
今
夏
、
南
相
馬
市
に
地

元
企
業
へ
の
技
術
支
援
を
行
う

「
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
南
相
馬
技

術
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
す

る
方
針
だ
。
初
沢
教
授
は
「
よ

う
や
く
で
き
る
拠
点
で
（
地
元

企
業
の
技
術
を
磨
く
）
機
能
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
る
。

　東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら
８
年

を
迎
え
る
の
を
前
に
、
福
島
県

の
内
堀
雅
雄
知
事
が
７
日
、
時

事
通
信
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
た
。
避
難
指
示
が
出
さ
れ

た
区
域
全
体
の
再
生
に
向
け
、

国
や
地
元
自
治
体
な
ど
と
力
を

合
わ
せ
る
姿
勢
を
強
調
。
地
元

の
農
産
物
へ
の
風
評
が
残
る
中

で
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
新

た
な
販
路
拡
大
を
目
指
す
考
え

を
示
し
た
。

　

—
—

避
難
指
示
の
解
除
を
見

通
せ
な
い
地
域
も
多
い
。

　国
は
「
長
い
年
月
を
要
す
る

と
し
て
も
、
将
来
的
に
帰
還
困

難
区
域
の
全
て
を
解
除
し
、
復

興
・
再
生
に
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
む
」
と
し
て
い
る
。
県
と

全
避
難
区
域
の
再
生
に
注
力

東
日
本
大
震
災
８
年  

内
堀
福
島
知
事
に
聞
く

し
て
は
、
地
元
自
治
体
の
将
来

的
な
計
画
を
最
大
限
尊
重
し
な

が
ら
区
域
全
体
の
再
生
に
向

け
、
国
や
地
元
自
治
体
、
関
係

機
関
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

む
。　

—
—

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

て
も
住
民
が
戻
ら
な
い
の
で

は
、
と
の
声
も
あ
る
。

　解
除
が
遅
く
な
る
ほ
ど
、
住

民
の
帰
還
が
難
し
く
な
る
現
状

が
あ
る
。
被
災
者
の
生
活
再
建

や
事
業
・
生
業
の
再
生
、
医

療
・
介
護
体
制
の
構
築
、
特
色

の
あ
る
学
校
づ
く
り
な
ど
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
整
備
に
国
や
地
元
自
治

体
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　——

解
除
さ
れ
た
区
域
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成

も
課
題
だ
。

　人
と
人
の
つ
な
が
り
や
生
き

が
い
を
も
っ
て
安
定
的
な
日
常

生
活
を
営
め
る
よ
う
、
各
市
町

村
で
交
流
拠
点
の
整
備
を
進
め

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
支
援
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
活
動
や
イ

ベ
ン
ト
、
お
祭
り
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
の
場
を
つ
く
り
上

げ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
形
成
を
支
援
し
て
い
く
。

　——

国
内
外
で
風
評
が
続

く
。　県

産
米
の
販
売
店
舗
が
首
都

圏
で
１
２
０
０
店
舗
、
県
の
オ

ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
事
業
の
売
り

上
げ
は
今
年
度
19
億
円
を
超

え
、
農
産
物
輸
出
量
も
過
去
最

大
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
県
の

主
要
農
産
物
で
あ
る
コ
メ
や
モ

モ
、
牛
肉
な
ど
の
価
格
が
全
国

平
均
を
下
回
り
、
24
の
国
・
地

域
で
輸
入
規
制
が
続
く
。
根
強

い
風
評
を
払
拭
（
ふ
っ
し
ょ

く
）
す
る
た
め
に
は
、
復
興
が

進
む
福
島
の
現
状
や
県
産
品
の

安
全
性
、
お
い
し
さ
、
品
質
の

高
さ
を
正
確
、
丁
寧
に
、
熱
意

を
持
っ
て
届
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。
20
年
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
新

た
な
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
。

インタビューに答える内堀雅雄福
島県知事＝７日午前、同県庁

　ウ
ル
グ
ア
イ
・
カ
ネ
ロ
ネ
ス

県
の
ヤ
マ
ン
ド
ゥ
・
オ
ル
シ
知

事
が
７
日
、
埼
玉
県
庁
で
上
田

清
司
知
事
と
会
談
し
た
。
オ
ル

シ
知
事
は
「
県
レ
ベ
ル
の
コ
ン

タ
ク
ト
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て

訪
問
し
た
。
経
済
成
長
に
向
け

て
交
流
が
で
き
れ
ば
」
と
提

起
。
上
田
知
事
も
「
県
に
も
企

業
の
海
外
進
出
の
相
談
窓
口
が

あ
る
。
カ
ネ
ロ
ネ
ス
県
の
資
料

を
渡
し
て
知
ら
せ
た
い
」
と

し
、
今
後
、
経
済
・
科
学
技
術

研
究
な
ど
を
視
野
に
両
県
の
交

流
を
促
進
す
る
方
針
を
確
認
し

た
。　オ

ル
シ
知
事
は
、
幕
張
メ
ッ

セ
（
千
葉
市
）
で
開
催
中
の
食

品
見
本
市
「
フ
ー
デ
ッ
ク
ス
ジ

ャ
パ
ン
２
０
１
９
」
（
５
〜
８

日
）
に
同
国
を
代
表
し
て
食
品

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
た
め

来
日
し
た
。
オ
ル
シ
知
事
は
会

談
で
「
ウ
ル
グ
ア
イ
は
南
米
で

も
小
さ
な
国
だ
が
、
カ
ネ
ロ
ネ

ス
県
は
埼
玉
県
と
同
様
に
人
口

が
増
え
て
お
り
、
製
薬
分
野
の

産
業
が
発
展
し
、
工
場
も
立
地

し
て
い
る
」
と
説
明
。
そ
の
上

で
「
埼
玉
県
と
交
流
を
深
め
て

経
済
、
産
業
、
文
化
、
科
学
な

ど
の
面
で
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
教

示
い
た
だ
き
た
い
。
研
究
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
も
で
き
れ
ば
」
と
述

べ
た
。

　上
田
知
事
も
「
首
都
の
北
隣

に
位
置
し
て
い
る
点
な
ど
で
も

両
県
は
似
て
い
る
。
埼
玉
も
化

粧
品
や
製
薬
の
産
業
が
盛
ん

だ
。
（
ウ
ル
グ
ア
イ
の
）
大
使

館
で
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
応
じ

た
。　会

談
後
、
オ
ル
シ
知
事
は

「
首
都
に
近
く
同
じ
課
題
を
抱

え
る
両
県
で
、
今
後
、
い
ろ
い

ろ
な
交
流
が
で
き
れ
ば
い
い
と

思
う
。
日
本
か
ら
の
投
資
も
促

進
で
き
た
ら
」
と
語
っ
た
。

両
知
事
が
会
談

ウ
ル
グ
ア
イ
県
と
の
交
流

埼
玉
県



　ゴ
ル
フ
初
心
者
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
初
心
者
を
応
援
す
る
テ
ン

ダ
ー
フ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
同
好
会

（
Ｔ
Ｄ
Ｆ
）
は
24
日
（
日
）
、

第
１
９
３
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
、
バ
ン
テ
ン
州
タ
ン
ゲ
ラ
ン

の
ポ
ン
ド
ッ
ク
・
チ
ャ
ベ
・
ゴ

ル
フ
・
ク
ラ
ブ
で
開
催
す
る
。

　同
会
は
、
生
涯
自
己
ベ
ス
ト

に
対
す
る
改
善
打
数
を
評
価
対

象
に
す
る
た
め
、
初
心
者
で
も

優
勝
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
大
き

い
。　レ

デ
ィ
ス
ド
ラ
コ
ン
賞
、
最

多
ス
イ
ン
グ
数
の
方
や
、
ロ
ス

ト
ボ
ー
ル
の
多
い
方
に
も
初
心

者
を
応
援
す
る
同
会
な
ら
で
は

の
賞
も
あ
る
。
毎
月
第
４
日
曜

日
に
定
期
開
催
。

　問
い
合
わ
せ
、
参
加
希

望
は
事
務
局
（
メ
ー
ル

tenderfootgolfcom
pe@

gm
ail.com

）
ま
で
。

　ダ
イ
バ
ー
、
こ
れ
か
ら
ダ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
み
た
い
人
の
集

ま
り
「
チ
カ
ラ
ン
ダ
イ
バ
ー

ズ
」
は
15
日
（
金
）
午
後
６
時

半
か
ら
、
西
ジ
ャ
ワ
州
ブ
カ
シ

県
リ
ッ
ポ
ー
チ
カ
ラ
ン
の
料
理

店
で
懇
親
会
を
開
く
。 

　「
こ
れ
か
ら
の
本
格
的
な
ダ

イ
ビ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

情
報
交
換
を
し
た
り
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
仲
間
と
の
懇
親
を
深
め
る

機
会
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
参
加
し
た
い
方

も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
」　問

い
合
わ
せ
は
平
岡
さ
ん

（
メ
ー
ルkhiraoka@

cbn.net.
id

）
ま
で
。

　１
９
７
１
〜
73
年
生
ま
れ

の
集
い
「
72
年
会
」
は
14
日

（
木
）
午
後
6
時
半
か
ら
日
本

料
理
店
「
鳥
一
」
で
、
懇
親
会

を
開
く
。

　「
71
年
、
72
年
、
73
年
生
ま

れ
の
お
友
達
を
お
誘
い
く
だ
さ

い
」　問

い
合
わ
せ
は
依
田
さ
ん

（
携
帯
０
８
１
２
・
８
１
２

３
・
０
７
６
７
、
メ
ー
ル

jakartaseventytwo@
gm
ail.

com

）
ま
で
。

メ
ン
バ
ー
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
戸
崎
会
長
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
恒
例
の
一
本
締
め
で

お
開
き
と
な
っ
た
。

　同
会
の
コ
ン
ペ
は
毎
月
第
１

土
曜
に
開
催
。
次
回
は
４
月
６

日
（
土
）
の
予
定
。

　「
チ
カ
ラ
ン
に
ゆ
か
り
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ

い
」　問

い
合
わ
せ
は
戸
崎
さ
ん

（
携
帯
０
８
１
３
・
８
１
１

６
・
６
９
３
０
）
ま
で
。
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県人会や大学、高校の同窓会、同好会など邦人グループの開催告知や報告を掲載します。情報お待ちしております！
①団体名②開催日時③場所④内容⑤問い合わせ先を記載。告知・募集は180字か240字、開催報告は写真付、480字で。
メールjalanjalan@jkshimbun.com　☎021・230・3830　FAX021・230・3831

情報求む

　西
ジ
ャ
ワ
州
チ
カ
ラ
ン
に
ゆ

か
り
あ
る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
集
り

「
チ
カ
ラ
ン
ゴ
ル
フ
同
好
会
」

は
２
日
、
同
州
カ
ラ
ワ
ン
県
の

チ
カ
ン
ペ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て

月
例
コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
＝
写

真
。
15
人
が
参
加
し
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

日
ご
ろ
磨
い
た
腕
前
を
競
い
合

っ
た
。
結
果
、
上
田
伸
さ
ん
が

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
で
優
勝
を
飾

り
、
２
位
は
三
井
隆
さ
ん
、
３

位
は
小
園
正
光
さ
ん
と
な
っ

た
。　優

勝
し
た
上
田
さ
ん
は
、

「
３
月
い
っ
ぱ
い
で
20
年
滞
在

し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
本
帰

国
し
ま
す
。
最
後
に
優
勝
が
で

き
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
で

も
、
芝
刈
り
が
恋
し
い
の
で
、

４
回
目
の
赴
任
を

目
指
し
ま
す
。

い
い
仕
事
が
あ
れ

ば
ご
紹
介
く
だ
さ

い
」
と
、
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
語

り
、
参
加
者
の
拍

手
喝
采
を
浴
び

た
。　表

彰
式
の
後
、

昼
食
会
は
近
く
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料

理
店
に
移
動
し
て

行
わ
れ
、
３
カ
月

ぶ
り
の
お
い
し
い

サ
テ
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
新
元

号
の
話
題
な
ど
で

盛
り
上
が
っ
た
。

　最
後
に
「
上
田

さ
ん
の
帰
国
は
さ

み
し
い
で
す
が
、

５
月
12
日
に
カ
ラ

ワ
チ
会
と
の
対
抗

戦
が
あ
り
ま
す
の

で
、
残
っ
て
い
る

◇
チ
カ
ラ
ン
ゴ
ル
フ
同
好
会
◇

上
田
伸
さ
ん
、帰
国
直
前
に
優
勝

月
例
ゴ
ル
フ
会
を
開
催

第
193
回
コ
ン
ペ
開
催

◇
Ｔ
Ｄ
Ｆ
◇

懇
親
会

◇
チ
カ
ラ
ン
ダ
イ
バ
ー
ズ
◇

懇
親
会

◇
72
年
会
◇

催し
▼おはなし会
　読み聞かせ活動をする「お
はなしボランティア」は16日
（土）、中央ジャカルタのウ
ィスマ・ケイアイビル16階の
ジャカルタ・ジャパンクラブ
（ＪＪＣ）会議室で、定期開
催の子ども向けイベント「土
曜おはなし会」を開く。
　１部（０歳～３歳向け）は
午前10時半～同10時50分、２
部（同３歳以上）は同11時15
分～同11時45分。　　
　１部では 絵本「ぺんぎんた
いそう」「いただきます」、
２部では絵本「いいたくな
い」「カルちゃん エルちゃん
　ねむい　ねむい」を楽しめ
る。紙芝居、手遊びなどもあ
る。
　また同会は、絵本を読み聞

かせするボランティアを随時
募集している。
　「ＪＪＣ土曜おはなし会、
日本人学校幼稚部、小学校１
～３年生向けに活動していま
す。興味をお持ちになりまし
たらぜひご連絡ください」
　問い合わせは土曜おはなし
会は野村さん（メールJJC.16.
ohanashi@gmail.com）ボラン
ティア希望は阪本さん（携帯
0815・1033・0370）まで。
▼日本大使館
　在インドネシア日本大使館
は20日（水）、西ジャワ州ブ
カシ県チカランのＭＭ２１０
０工業団地で、労使関係、投
資規制、債権回収などの本企
業が日々直面する問題につい
て、無料相談会を開催する。
　インドネシアの事情に詳し
い日本国法弁護士が参加す
る。会場はエンソホテルの会

議室を予定。
　申し込みは、18日（月）ま
で。
　申し込み、問い合わせは日
本企業相談窓口の荒木さん、
小林さん（メールsupport-
japan100@dj.mofa.go.jp）ま
で。

ゴルフコンペ
▼大東京会
　東京都出身者による集まり
「大東京会」は24日（日）、
バンテン州タンゲランのイン
ペリアル・クラブ・ゴルフで
ゴルフコンペを開催する。
　「東京都出身の方々とリラ
ックスして楽しくできるゴル
フ親睦会です」
　問い合わせは幹事の鈴木さ
ん（メールsuzuki@kiso-seiko.
com）まで。
▼タイすき会

　タイすき会は31日（日）、
西ジャワ州カラワン県のロー
タスレイクス・ゴルフクラブ
でゴルフコンペを開催する。
集合は午前６時、同６時28分
にスタート。会場は西ジャワ
州のブカシ県、カラワン県な
どを予定。
　問い合わせは山本さん（メ
ールapa.yamamoto@gmail.
com）まで。

懇親会
▼飛び梅会
　福岡県人会「飛び梅会」は
４月11日（木）午後７時から、
南ジャカルタの日本料理店
「ＫＯＩＫＩ　Ｅａｔｅｒｙ」
で懇親会を開催する。会費は
35万ルピアほどを予定。
　問い合わせは江崎さん（メ
ールesaki@clever.co.id）ま
で。

　ぼくが一学期に、心に残ったこ
とはＪＪＳフェスティバルです。
　理由は三つあります。
　一つ目は、最初で最後の有志発
表に出えんすることができたこと
です。ステージで発表することに
ずっとあこがれていたので、うれ
しかったです。
　二つ目は、おみこしをかつぐこ

とができたことです。去年までは
見ていてかっこいいと思っていま
した。
　三つ目は、四年生として小中交
流のリーダーになったことです。
ぼくのグループはだれもまいごに
なることがなく、回ることができ
たのでよかったです。
このような三つの理由から、楽し
い行事となりました。次は体育祭
が楽しみです。緑組がゆう勝でき
るようにがんばります。

楽しかったＪＪＳフェスティバル
小学部４年５組
山口　幹太

　私の一学期の思い出は、三つあ
ります。一つ目は、ボゴール植物
園遠足です。
理由は、私の知らないインドネシ
アの植物を知れたからです。
　二つ目は、ＪＪＳフェスティバ
ルです。理由は、初めてできんち
ょうしたのと、一年生から三年生

までを連れて行かないといけない
ので、まい子にならないか心配で
した。しかし、ＪＪＳフェスティ
バル当日はだれもまい子になら
ず、みんなで楽しく回れたからで
す。
　三つ目は、ドッチボール大会で
す。理由はじゅんゆう勝できたの
と、楽しく出来たからです。次は
ゆう勝したいです。
　二学期も楽しい思い出がたくさ
ん作れたらいいなと思います。

一学期の思い出
小学部４年５組
中西　結泉

　私は今年のレバラン休みに、カ
ンボジアに行きました。そこで
は、アンコールワットなど、たく
さんのいせき観光をしました。ま
だ修復されていない場所は修復さ
れているところよりも、歴史を深
く感じることができ、私は好きで
す。建物が木の根で囲まれている
いせきは、木の根が太くがんじょ

うに囲まれていました。もしかし
たら私が大人になった時は、しめ
つけられて建物がこわれているか
もしれません。最後に、タイとカ
ンボジアの国境を見に行きまし
た。タイの国境には、たくさんの
兵隊がいるそうです。がけの上か
らの景色は森がずっと続いてい
て、山も連なっていました。そこ
は自然がきれいで、空気もおいし
かったです。カンボジアは自然ゆ
たかな良い国だと思いました。

歴史を感じるカンボジア
小学部５年４組
福島　梨理香

　「お母さーん、さわが来た！」
半年ぶりに会う大親友。ドキドキ
ワクワクが止まらない。四年生の
さわとは、私が二年生だったころ
からの大親友なのだ。
　私たちは、プールで遊んだり、
クリームバスに行ったりした。中
でも一番思い出に残ったことは、
夜、二人で白玉を作ったことだ。

私は名案を思い付いた。それは、
「お店を出す」ということ。作っ
た白玉にあんこや生クリーム、き
なこなどをそえたりして、家族や
お友達に提供した。メニューを作
り、お店の名前も考えた。それは
「原宿ＳＮ」。私たちの小さな夢
は、原宿に和テイストのお店を出
すことであった。
　私はさわに言いたい。「私にと
って最高の夏休みをくれて、あり
がとう。今度は原宿で会えるとい
いね！」

今までとは一味違う夏休み
小学部５年４組
藤田　希美

（2017年度）
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04:00 NHKニュース おはよう日
本   

06:00 連続テレビ小説「まんぷ
く」  (134)  

06:15 あさイチ   
07:55 みんなの体操   
08:00 ニュース・気象情報   
08:05 ドラマ「女川　いのちの坂

道」   
09:05 探検バクモン  「巨大オン

ラインストア　物流倉庫の
秘密！」    

09:33 ドキュメント72時間  選
「東北　春を探して　国道
45号線を行く」    

09:58 ワールドウェザー   
10:00 ニュース   
10:20 旬感☆ゴトーチ！   
10:45 連続テレビ小説「まんぷ

く」  (134)    
11:00 ごごナマ　特集　震災から

8年  「新沼謙治　コロッ
ケ」  

12:00 ニュース・気象情報   
12:05 ごごナマ　特集　震災から

8年  「新沼謙治　コロッ
ケ」  

13:20 ニュース・気象情報   
13:28 ごごナマ　特集　震災から

8年  「新沼謙治　コロッ
ケ」  

14:00 ニュース   
14:05 大相撲　春場所  「二日目

～大阪府立体育会館」    
16:00 ニュース     
16:11 にほんごであそぼ   
16:21 いないいないばあっ！   
16:36 おかあさんといっしょ   
17:00 NHKニュース 7     
18:00 NHKスペシャル  「拝啓　

二十歳の自分へ～“震災タ
イムカプセル”8年目の旅立
ち」  

18:43 ミニ番組   
18:45 まいにちスクスク   
18:50 もういちど、日本   
18:58 ワールドウェザー   
19:00 ニュースウオッチ 9     
20:00 クローズアップ現代＋   
20:25 震災ドキュメンタリー  

「あの日の星空」  
21:10 ニュースチェック11   
21:40 国際報道2019   
22:30 ワールドウェザー   
22:35 グレーテルのかまど  （ア

ンコール）「“モモ”の金色
の朝ごはん」  

23:00 サイエンスZERO  「巨大
地震予測の新たなカギ　ス
ロースリップ」  

23:30 100分de名著  夏目漱石ス
ペシャル　第2回「“夢十
夜”と不安な眼」  

23:55 持論独論   
12日

00:00 あの日　わたしは～証言記
録　東日本大震災～   

00:05 ニュースチェック11     
00:35 時論公論   
00:45 NHK短歌   
01:10 きょうの健康  「そのめま

い　耳のトラブル！？」ま
さか？メニエール病  

01:25 きょうの料理  「みんなで
囲む　ハレの日レシピ」春
色押しずし  

01:50 きょうの料理ビギナーズ   
01:55 まる得マガジン   
02:00 みいつけた！さん   
02:30 デザインあ　5分版   
02:35 大相撲　幕内の全取組　春

場所   
03:00 おかあさんといっしょ     
03:24 みいつけた！   
03:39 コレナンデ商会   
03:49 ゴー！ゴー！キッチン戦隊

クックルン   
03:59 ワールドウェザー   

建
設
反
対
の
環
境
団
体
が
敗
訴

北
ス
マ
ト
ラ
州  

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
生
息
地
に
ダ
ム

バリの村上尚至さん死去
53歳  アピ・マガジンを創刊

　バ
リ
島
の
無
料
情
報
誌
「
ア

ピ
・
マ
ガ
ジ
ン
」
お
よ
び
バ
リ

島
現
地
旅
行
代
理
店
「
バ
リ
・

ツ
ア
ー
ズ.com

」
の
創
業
者
で

代
表
取
締
役
社
長
の
村
上
尚
至

（
む
ら
か
み
・
な
お
よ
し
）
さ

ん
が
６
日
午
後
、
肺
炎
の
た
め

バ
リ
島
デ
ン
パ
サ
ー
ル
の
病
院

で
死
去
し
た
。
53
歳
だ
っ
た
。

　葬
儀
は
10
日
午
前
、
バ
ド
ゥ

ン
県
ヌ
サ
ド
ゥ
ア
の
斎
場
で
行

わ
れ
た
。
喪
主
で
妻
の
直
美
さ

ん
ほ
か
、
在
デ
ン
パ
サ
ー
ル
総

領
事
館
、
バ
リ
日
本
人
会
、
旅

行
代
理
店
な
ど
か
ら
約
１
０
０

人
が
参
列
し
た
。
午
後
に
は
遺

灰
の
一
部
を
サ
ヌ
ー
ル
・
ビ
ー

チ
で
散
骨
し
た
。

　村
上
さ
ん
は
１
９
９
９
年
、

「
バ
リ
・
ツ
ア
ー
ズ.com

」
を

創
業
し
、
２
０
０
２
年
に
「
ア

ピ
・
マ
ガ
ジ
ン
」
を
創
刊
。
同

誌
は
詳
細
な
バ
リ
島
観
光
情
報

葬儀場の祭壇に置かれた村上さんの遺影＝坂田恵愛写す

　北
ス
マ
ト
ラ
州
南
タ
パ
ヌ
リ
県
の
水
力
発
電
用
ダ
ム
の
建

設
中
止
を
求
め
て
環
境
保
護
団
体
ワ
ル
ヒ
が
起
こ
し
た
訴
訟

で
、
同
州
メ
ダ
ン
地
裁
は
４
日
、
環
境
団
体
の
訴
え
を
却
下

し
、
建
設
続
行
を
認
め
た
。
ダ
ム
の
建
設
地
は
２
０
１
７
年

に
「
新
種
の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
」
が
発
見
さ
れ
た
森
林
地
帯

で
、
研
究
者
か
ら
も
環
境
破
壊
を
懸
念
す
る
声
が
挙
が
っ
て

い
た
。                                          

（
木
村
綾
）

　問
題
と
な
っ
た
の
は
バ
タ
ン

ト
ル
水
力
発
電
所
（
51
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
）
の
ダ
ム
。
中
国
銀
行

な
ど
が
出
資
し
、
22
年
の
操
業

開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。
17
年

に
は
州
知
事
が
建
設
に
関
わ
る

環
境
許
可
を
出
し
て
い
た
。

　ワ
ル
ヒ
は
ダ
ム
建
設
が
森
林

や
生
態
系
破
壊
、
地
元
住
民
の

生
活
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
許

可
を
出
す
べ
き
で
な
い
と
し

て
、
州
知
事
を
相
手
取
り
提

訴
。
中
国
大
使
館
や
中
国
銀
行

前
で
抗
議
活
動
も
展
開
し
て
き

た
。
タ
パ
ヌ
リ
・
オ
ラ
ン
ウ
ー

タ
ン
は
約
90
年
ぶ
り
に
発
見
さ

れ
た
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
新
種

で
、
生
息
数
が
わ
ず
か
８
０
０

頭
未
満
の
「
最
も
絶
滅
の
危
機

に
ひ
ん
し
て
い
る
大
型
類
人

猿
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究

者
ら
も
生
息
環
境
の
保
護
を
訴

え
て
い
た
が
、
地
裁
は
許
認
可

在メダン中国総領事館前でダム建設に抗議するワルヒの活動家ら＝１
日、アンタラ通信

ボ
ゴ
ー
ル
行
き
電
車
が
脱
線

19
人
け
が

　10
日
午
前
10
時
す
ぎ
、
東
ジ

ャ
カ
ル
タ
区
ジ
ャ
テ
ィ
ヌ
ガ
ラ

か
ら
西
ジ
ャ
ワ
州
ボ
ゴ
ー
ル
市

行
き
の
首
都
圏
専
用
電
車
（
Ｋ

Ｒ
Ｌ
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
、
５
両

編
成
）
が
、 

チ
ル
ブ
ッ
ト
駅

と
ボ
ゴ
ー
ル
駅
間
の
ボ
ゴ
ー
ル

市
タ
ナ
サ
レ
ア
ル
郡
ク
ボ
ン
プ

ド
ゥ
ス
で
、
脱
線
し
た
。
運
転

士
、
乗
務
員
、
乗
客
の
計
19
人

が
負
傷
し
た
。
死
者
は
な
か
っ

た
。　Ｋ

Ｒ
Ｌ
を
運
行
す
る
ク
レ

タ
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
よ
る
と
、
走
行
中
に

倒
れ
た
電
柱
が
ぶ
つ
か
っ
た
こ

と
が
原
因
と
み
ら
れ
る
が
、
詳

し
く
は
調
査
中
。
電
柱
が
当
た

っ
た
先
頭
車
両
と
２
両
目
が
脱

線
、
２
両
目
は
さ
ら
に
横
転
し

た
。　こ

の
影
響
で
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

か
ら
西
ジ
ャ
ワ
州
ボ
ゴ
ー
ル
駅

行
き
の
電
車
は
同
州
デ
ポ
ッ
ク

駅
止
ま
り
と
な
り
、
降
ろ
さ
れ

た
乗
客
で
デ
ポ
ッ
ク
駅
は
混
乱

し
た
。
ボ
ゴ
ー
ル
駅
発
の
電
車

は
運
行
を
取
り
や
め
た
。
各
駅

で
は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
払
い
戻
し

な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。

　同
日
現
場
を
視
察
し
た
ブ
デ

ィ
・
カ
ル
ヤ
・
ス
マ
デ
ィ
運
輸

相
は
、
早
期
の
運
行
再
開
を
目

指
す
と
述
べ
た
。

                 

（
上
村
夏
美
）

に
問
題
が
な
い
と
判
断
し
た
。

　ワ
ル
ヒ
は
裁
判
で
建
設
地
の

住
民
へ
の
調
査
結
果
や
専
門
家

の
証
言
を
提
示
し
た
が
十
分
考

慮
さ
れ
な
か
っ
た
と
主
張
し
、

控
訴
を
検
討
し
て
い
る
。

脱線した電車＝アンタラ通信

　ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
の
ア
ニ

ス
・
バ
ス
ウ
ェ
ダ
ン
知
事
は
８

日
、
２
０
１
８
年
に
改
修
・
新

設
し
た
小
中
高
95
校
と
寮
２
カ

所
、
教
育
局
オ
フ
ィ
ス
の
計
98

カ
所
の
教
育
関
連
施
設
の
開
所

式
を
行
っ
た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア

が
報
じ
た
。

　開
所
式
は
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ

区
チ
ラ
ン
ダ
ッ
ク
の
小
学
校
で

行
わ
れ
た
。

　全
建
設
費
は
２
兆
５
０
０
億

ル
ピ
ア
で
、
う
ち
学
校
の
建
設

費
用
は
１
兆
８
２
０
０
億
ル
ピ

ア
だ
っ
た
。

　ア
ニ
ス
氏
は
開
所
式
で
「
電

気
の
使
用
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設

置
す
る
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し

い
施
設
と
な
っ
た
。
教
師
や
子

ど
も
た
ち
は
優
れ
た
施
設
を
使

っ
て
快
適
な
学
習
活
動
が
で
き

小
中
高
95
校
改
修
・
新
設

ア
ニ
ス
知
事

る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

                 

（
上
村
夏
美
）

　偕
行
会
グ
ル
ー
プ
（
本
部
・

名
古
屋
市
中
川
区
）
は
こ
の
ほ

ど
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
パ
レ
パ

レ
市
と
の
間
で
「
新
病
院
開
設

に
関
す
る
覚
書
」
を
交
わ
し

た
。
パ
レ
パ
レ
市
で
２
０
２
０

年
に
開
設
さ
れ
る
予
定
の
総
合

病
院
「
ド
ク
タ
ー
・
ハ
ス
リ
ア

イ
ヌ
ン
・
ハ
ビ
ビ
病
院
」
運
営

に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

や
、
病
院
で
働
く
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
教
育
を
実
施
す
る
。

　パ
レ
パ
レ
市
は
州
内
の
医
療

拠
点
化
を
目
指
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
目
玉
と
な
る
同
病
院

で
は
最
大
千
床
程
度
の
規
模
を

予
定
し
て
い
る
。

　偕
行
会
と
パ
レ
パ
レ
市
は
16

年
に
は
「
透
析
医
療
技
術
提
供

に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
て

い
る
。
透
析
液
を
生
成
す
る
た

め
の
水
処
理
技
術
向
上
や
、
透

析
患
者
に
対
す
る
治
療
の
質
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。              

（
平
野
慧
）

チランダックの小学
校で開所を祝うアニ
ス知事＝ドゥティッ
クコム

パ
レ
パ
レ
市
と
覚
書

新
病
院
運
営
に
参
画
へ

偕
行
会

葬
儀
に
参
列
し
た
遺
族
ら
＝
坂
田
恵

愛
写
す

誌
と
し
て
好
評
を
博
し
、
日
本

語
版
に
続
き
、
14
年
に
は
英
語

＆
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
版
も
創
刊

し
た
。
ア
ピ
・
マ
ガ
ジ
ン
は
バ

リ
島
内
で
じ
ゃ
か
る
た
新
聞

の
配
達
を
担
当
し
て
い
る
。

バ
リ
・
ツ
ア
ー
ズ.com

で
は
、

「
ニ
ッ
チ
な
旅
」
を
合
言
葉
に

い
ち
は
や
く
バ
リ
島
の
ビ
ラ
リ

ゾ
ー
ト
や
ヨ
ガ
・
リ
ト
リ
ー
ト

な
ど
を
扱
っ
て
き
た
。

                 

（
北
井
香
織
）

　西
ジ
ャ
ワ
州
ブ
カ
シ
県
に
あ

る
企
業
や
工
場
の
労
働
者
の
集

ま
り
、
労
働
者
闘
争
連
帯
委
員

会
（
Ｋ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
）
ブ
カ
シ
事
務

所
は
10
日
、
８
日
の
国
際
女
性

デ
ー
に
合
わ
せ
、
西
ジ
ャ
ワ
州

と
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
に
あ
る

日
系
企
業
の
事
務
所
前
な
ど

で
、
女
性
労
働
者
の
権
利
保
護

を
求
め
る
抗
議
集
会
を
開
い

た
。
約
１
５
０
人
が
参
加
し

た
。　労

働
者
ら
は
日
系
四
輪
大
手

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
で

妊
娠
を
理
由
に
し
た
不
当
解
雇

や
、
育
児
休
暇
な
ど
が
取
得
で

き
な
い
場
合
が
あ
っ
た
と
抗

議
。
「
男
性
労
働
者
も
搾
取
さ

れ
て
い
る
が
、
女
性
は
社
会
的

な
立
場
が
低
い
た
め
よ
り
深
く

権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
」
と

し
た
。

　労
働
者
ら
は
午
前
10
時
ご

ろ
、
西
ジ
ャ
ワ
州
ボ
ゴ
ー
ル
市

か
ら
抗
議
活
動
を
開
始
。
バ
ス

で
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
内
を
巡

り
、
午
後
６
時
ご
ろ
ま
で
計
７

カ
所
で
抗
議
活
動
を
展
開
し

た
。　（

大
野
航
太
郎
、
写
真
も
）

訂
正

　８
日
付
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
ジ
ャ
カ
ル

タ
試
乗
会
」
の
記
事
で
、
「
北

端
駅
ま
で
は
ミ
ニ
バ
ス
で
」
と

あ
る
の
は
、
「
北
ブ
ー
ル
バ
ー

ル
駅
ま
で
は
ミ
ニ
バ
ス
で
」
の

誤
り
で
し
た
。

中央ジャカルタで抗議集会
を開く労働者ら

女
性
労
働
者
ら
抗
議

Ｋ
Ｓ
Ｐ
Ｂ


